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泗水支所

こ健セ こども健診センター
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
26 27 28 29 30 31

◆菊池渓谷ライトアッ
プ� ～11/9
17：30～21：00

1
◆菊人形・菊まつり
～16日 9：00～17：00 
開会式10：00～菊市広 
◆親子体操�10：30～

（要申込）児童セ
●おはなし会	
10：30～菊中図

◆絵を読む読書会
14：00～菊中図

2
◆秋のフルートコン
サート＆おはなし会
14：00～泗　図

3 文化の日 4
■外国人向け相談
９：30～15：00菊市所
市長公室

5
■弁護士無料相談	
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■年金出張相談
10：00～15：00

（要予約）菊市所
保険年金課

6
◆えほん講座	
10：30～こ健セ

7 8
●おはなしのもり	
10：30～菊中図
◆通帳ケースをつくろう
10：30～11：30
七　図
●しすいっ子童話会	
11：00～泗　図

■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

◆大人の学びカフェ
「装丁家」
17：00～菊中図

9
◆総合防災訓練
８：55～正午 泗　公 
有朋の里泗水孔子公園
◆渋江公正「蔵書目記」
調査成果講演会
13：30～15：00

（要申込）菊中公

10 11
■外国人向け相談
９：30～15：00菊市所
市長公室
■年金出張相談
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課

12 
◆健康体操教室	
13：00～14：30

（要申込）西部セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

13
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所

14 15
◆親子ふれあい遊び�
10：30～児童セ
●えいごのおはなし会
10：30～菊中図
●おはなし会	
14：00～旭　図◆にほんご教室	

1４：０0～１６：００菊中図

16
◆菊人形・菊まつり
閉会式10：00～菊市広
◆菊池の歴史・文化の
調査研究成果報告会
13：00～16：00

（要申込）泗　ホ
◆にほんご教室	
1４：０0～１６：００菊中図

17
■年末調整説明会⑲
14:00～16:００
菊池税務署

18
■外国人向け相談
９：30～15：00菊市所
市長公室
■年末調整説明会⑲
10:00～正午
菊池税務署
◆認知症サポーター養
成講座
14：00～（要申込）
菊市所高齢支援課

19
■事業承継個別相談
会�9：00～16:00（要
予約）菊中公市商工会
■弁護士無料相談	
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
■行政無料相談	
10：00～正午七　公
●おはなし会
11：00～こ健セ
■男女共同参画専門
委員相談� 13：30～
16：30（要予約）菊市所
人権啓発・男女共同参
画推進課

20
◆認知症アドバイザー
養成講座�
14：00～15：30（要申込）
菊中公高齢支援課

21 22
◆菊池米食味コンクー
ル⑦ 10：00～泗　公
●おはなしのもり	
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会	
11：00～泗　図
◆菊池食の文化祭⑦	
11：00～
有朋の里泗水孔子公園
◆菊池のしらべ�	
17：00～21：00
菊池松囃子能場周辺

■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

23 勤労感謝の日
◆細川流盆石（白と黒
の世界）展� ～30日
9：00～17：00
わいふ一番館

24 振替休日 25
■外国人向け相談
９：30～15：00菊市所
市長公室
■年金出張相談
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課
■もの忘れ相談会�	
14：00～16：00（要予約）
菊市所高齢支援課
■納付相談夜間窓口�
～28日 ～ 20：00（要予約）
菊市所債権管理課

26
●赤ちゃんおはなし会	
10：30～菊中図
◆健康体操教室	
13：00～14：30

（要申込）西部セ
◆認知症介護家族の
つどい� 13：30～
15：00（要予約）菊老福
高齢支援課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

27
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
◆すくすくタイム�
10：30～児童セ
◆認知症アドバイザー
養成講座�
14：00～15：30（要申込）
菊中公高齢支援課

28
●おはなしの部屋
11：00～こ健セ

29
◆キクロスまつり⑨	
10：00～16:00
生涯学習センター
●おはなし会	
10：30～菊中図
◆光のファンタジー菊
池2025② ～12/26
点灯式13:00～
点灯時間
18：00～22：00菊市広

30
◆にほんご教室	
1４：０0～１６：００菊中図

12/1 2
■外国人向け相談
９：30～15：00菊市所
市長公室

3
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

4 5 6

菊池人
坂口千仙さん

令和６年度決算
菊池市の家計簿
フォトリポート
水と緑とふれあいの日
2025竜門ダムフェスタ

▼「
野
球
で
感
性
を
育
て
る
」坂

口
さ
ん
の
言
葉
で
す
。「
グ
ロ
ー

ブ
を
用
意
」と
い
う
指
示
に「
グ

ロ
ー
ブ
を
使
う
な
ら
ボ
ー
ル
も

必
要
」と
指
示
の
奥
ま
で
考
え

た
り
、周
り
に
対
し
て
気
配
り

目
配
り
心
配
り
が
で
き
る
力
を

言
い
ま
す
。
と
て
も
大
事
な
力

で
す
ね
。
自
分
も
鍛
え
直
し
て

も
ら
い
た
い
。
お
腹
に
溜
め
込

ん
だ
夢
と
希
望
を
減
ら
す
方
法

を
考
え
ま
す
。
夢
に
と
き
め
け
！

明
日
に
き
ら
め
け
！　
　

松
原

▼
友
達
の
付
き
添
い
で
コ
ン
サ
ー

ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

子
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
の
は

な
ん
と
6
年
ぶ
り
。
初
め
て
会
っ

た
と
き
は
高
校
生
と
中
学
生

だ
っ
た
の
に
、お
互
い
社
会
人
に

な
り
大
人
に
な
っ
た
な
と
し
み

じ
み
感
じ
ま
し
た
。
盛
り
上
が

り
方
は
あ
の
頃
と
変
わ
ら
ず
２

人
で
声
を
出
し
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
。

今
は
違
う
グ
ル
ー
プ
を
推
し
て

い
ま
す
が
ま
た
一
緒
に
行
け
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

岩
木



Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
10月14日に菊池子ども伝
統芸能祭りが開催されまし
た。今年は初めて菊池松囃
子能場で開催。本格的な舞
台で、神楽や狂言、獅子舞
など古くから伝わる伝統芸
能や伝統芸能を発展させた
踊りなどを、市内の小中高
生が披露しました。表紙は、
泗水西小学校の児童が披露
した田島菅原神社神楽です。

旭志中学校「岩本神楽」

３ 菊池人　坂口千仙さん

４ 令和６年度決算
菊池市の家計簿

6
7

電池類などの正しい捨て方
菊池食の文化祭

8

9

【フォトリポート】
水と緑とふれあいの日／2025竜門ダムフェスタ
菊池市生涯学習フェスティバル キクロスまつり

10 【作文】プラチナ未来人財育成塾

12

13

健康だより 自分の歯で一生おいしく食べるために
歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血を広げよう／介護予防ミニ講座

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

１6

１7

人権・同和教育シリーズ
はい！ こちら菊池市消費生活センターです！
南北朝・菊池一族歴史街道／国登録有形文化財 姫井橋

18

～

23

情報つう
▼お知らせ　健全化判断比率・資金不足比率（令和６年度決算）を公
表します／秋の狂犬病予防集合注射／新規農業就業奨励金・結婚祝
い金を交付します／ＮＥＴ１１９緊急通報システムに登録しましょう／年
末調整説明会／１1月の「税」の納期限１2月１日㈪／税を考える週間
／簡易複合健診／みんなの福祉車両／11月は畜産環境月間／「み
つめる、みとめる」熊本県人権月間／菊池都市計画区域マスタープ
ラン改定の住民説明会／浄化槽と公共ますの設置申請は早めにお願
いします／移動販売を行っています
▼募集　移動販売車のドライバーを募集／入園児を募集します／
職業訓練コースのご案内／菊池市奨学資金の奨学生を募集／令和７・
８年度入札参加資格申請の追加受け付け
▼相談　返せない借金などでお困りではありませんか／もの忘れ
相談会／予約制による納付相談夜間窓口を開設します／ひとりで悩
まないで男女共同参画専門委員相談／事業承継個別相談会
▼講演・講習・教室　認知症介護家族のつどい／認知症アドバイ
ザー養成講座／菊池養生園講座参加者募集
▼イベント　遊ぼう・学ぼう児童センター／北部九州中近世城郭
研究会２０２５研究大会／菊池のしらべ２０２５～黄昏夜市～／菊池本
城と文学碑コース散策ツアー／菊池渓谷ライトアップ／細川流盆石

（白と黒の世界）展

24
25

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

26
29

TOPICS～まちの話題～
市民の広場

30
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医・休日開局当番薬局
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

※�読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

令和7年９月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,500人 3
　 菊池：23,030人 －20
　 七城： 4,906人 16
　 旭志： 3,947人 －8
　 泗水：14,617人 15
男　性：22,373人 12
女　性：24,127人 －9
外国人： 1,551人 14
世　帯： 20,871世帯 18

年齢別人口 
0 ～14歳 5,538人 12%
15～64歳 24,821人 53%
65歳以上 16,141人 35%

自然増減 社会増減
出  生：20 転  入：168
死  亡：54 転  出：129

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

android androidiPhone iPhone

　４年前から始まった本イベントは、「菊池市
を明るく照らして元気にしたい！」という思い
のもと結成した「菊池を明るくしよう会」の皆
さんと市民有志によって実施されています。
　11月29日㈯午後１時からの点灯式ではス
テージイベントやマルシェが開催されます。
菊池の夜にきらめきを添えるイルミネーショ
ンをお楽しみください。

�詳細はインスタグラムをご覧ください ➡
問菊池を明るくしよう会
☎080（1739）0769（末

すえ

吉
よし

）

点灯時間
ところ ふるさと創生市民広場

午後６時～10時

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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野
球
を
始
め
て
50
年
。
プ
ロ
で
躍
動
し
た

生
粋
の
野
球
人
の
新
た
な
挑
戦
が
開
幕
す
る
。

　

菊
池
高
校
を
卒
業
後
、強
豪
の
九
州
産
業

大
学
へ
進
学
。「
一
般
入
学
だ
と
レ
ギ
ュ
ラ
ー

は
取
れ
な
い
よ
」。
先
輩
の
一
言
で
闘
志
に

火
が
付
い
た
。
早
朝
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

３
０
０
本
の
素
振
り
。
炊
事
当
番
以
外
の
日

は
毎
日
こ
っ
そ
り
練
習
し
た
。「
悔
し
く
て

始
め
ま
し
た
が
、そ
れ
以
上
に
野
球
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
、き
つ
く
て
も
続
け
ら
れ
ま
し

た
」。
2
年
生
の
秋
、交
代
で
出
場
し
た
大
会

で
結
果
を
残
し
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
。
活

躍
を
続
け
、ド
ラ
フ
ト
指
名
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

プ
ロ
で
10
年
。
守
備
力
に
定
評
が
あ
り
、

三
塁
手
で
開
幕
ス
タ
メ
ン
を
経
験
。
厳
し
さ

に
苦
渋
を
味
わ
う
こ
と
も
。「
エ
ラ
ー
が
で

き
な
い
重
圧
で
、プ
レ
ー
の
記
憶
が
飛
ん
だ
り
、

家
族
の
顔
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
り
し

ま
し
た
。
情
け
な
か
っ
た
で
す
ね
」。
笑
顔
の

中
に
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
、当
時
を
振
り
返
る
。

　

引
退
後
は
保
険
会
社
で
働
き
な
が
ら
、草

野
球
チ
ー
ム
に
所
属
。
福
岡
転
勤
を
機
に
指

導
者
の
道
へ
。
選
手
の
特
徴
や
癖
を
見
極
め
、

的
確
な
指
導
を
行
う
。
中
学
生
の
チ
ー
ム
は

各
大
会
で
優
勝
を
重
ね
る
ほ
ど
成
長
し
、甲

子
園
球
児
や
プ
ロ
野
球
選
手
も
輩
出
し
た
。

　

菊
池
高
校
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
熱
烈
な
オ

フ
ァ
ー
を
受
け
、惜
し
ま
れ
な
が
ら「
地
元

の
た
め
に
」と
昨
年
12
月
に
帰
郷
。
今
年
の

秋
季
熊
本
県
大
会
で
は
、エ
ラ
ー
は
た
っ
た

2
つ
と
、早
々
に
手
腕
を
見
せ
た
。

　
「
自
分
に
託
さ
れ
た
の
は
、野
球
で
地
域

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が
社
会

で
も
活
躍
す
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、こ
れ

ま
で
の
経
験
と
人
脈
を
全
て
注
ぎ
込
み
ま
す
」

菊池高校野球部監督

坂口 千仙さん

1_ 帰郷が決まり、福岡で勇退式が行われ、約300人が集まった。九州福岡東ボーイズ
の全盛期だった5期メンバーと坂口さん 2_野球部後援会が菊池市をイメージした水色
の練習着を部に贈呈 3_1年生5人、2年生9人、マネージャー1人、計15人で練習に励む

Profile　さかぐち・ちせん
昭和38年生まれ。菊池北中学校と菊池高校で野球部に所属。
九州産業大学に進学し、在学中に福岡6大学リーグで7回優勝。
昭和59年に南海ホークス（現ソフトバンクホークス）からドラフ
ト6位指名でプロ入りし、３球団を経て平成6年に引退。平成
19年から社会人野球チーム福岡オーシャンズ9のコーチを務
めた後、中学生の硬式野球チーム九州福岡東ボーイズの監督
となった。令和6年12月から菊池高校野球部のコーチ、令和7
年8月に監督に就任。右投右打、内野手。中原区在住。62歳。

菊池旋風を
巻き起こす
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菊
池
市
の
家
計
簿

令
和
６
年
度
決
算

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

財
政
課
財
政
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

歳出決算額

302億3,547万5千円

用語の説明

▼ 令和６年度各特別会計別決算状況
特別会計名 令和６年歳入総額 令和６年歳出総額

国民健康保険事業
特別会計 60億7,448万5千円 60億7,016万7千円

後期高齢者医療事業
特別会計 8億1,283万9千円 8億659万5千円

介護保険事業特別会計 59億4,591万8千円 57億5,731万3千円

市税
市民税や固定資産税など
分担金及び負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料及び手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の貸し付けなどで
入ってきたお金
繰入金
基金などから繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
市債
市が国などから借りたお金
県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、市
の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金
自主財源
市税や負担金などで、市が自主的に収入してい
るもの
依存財源
地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保できないもの

▼市債および基金の現在高（一般会計）
区　分 令和６年度末現在高 市民１人当たり換算

市 債
（国などから借りたお金） 273億1,430万7千円 58万7,746円

基 金
（市が蓄えているお金） 134億1,332万7千円 28万8,626円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※令和７年３月末人口：4万6,473人で算出

※令和７年３月末人口：4万6,473人で算出▼費目ごとの内訳

313億672万7千円

依存財源

自主財源

市税 18.8%
58億9,285万9千円

分担金及び負担金 0.5%
1億5,723万2千円

使用料及び手数料 1.1%
3億5,034万4千円

財産収入・寄附金・諸収入
3.7%
11億4,943万1千円

繰入金 3.1%
9億6,564万4千円

繰越金 2.5%
7億8,524万8千円

市債 7.5%
23億3,470万円

県支出金 8.7%
27億3,179万2千円

国庫支出金 18.5%
57億9,155万7千円

地方譲与税・交付金など
6.7%
20億8,907万1千円

地方交付税 28.9%
90億5,884万9千円

衛生費 6.3%
18億9,815万9千円

農林水産業費 5.7%
17億1,192万円

商工費 1.5%
4億6,576万7千円

土木費 8.2%
24億8,314万6千円

消防費 3.5%
10億4,764万3千円

教育費 11.9%
36億1,190万8千円

災害復旧費 0.4%
1億1,535万6千円

公債費 12.5%
37億7,219万7千円

総務費 11.3%
34億3,136万4千円

民生費 38%
115億51万5千円

議会費 0.7%
1億9,750万円

29.7%

70.3%

令
和
７
年
９
月
定
例
議
会
で
認
定

さ
れ
た
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
の
決
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
６
年
度
決
算
と
は
、令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
の
歳
入
歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、
歳
入
３
１
３
億
６
７
２
万
７
千

円（
対
前
年
度
比
９・
７
％
増
）、
歳
出

３
０
２
億
３
５
４
７
万
５
千
円（
対
前
年

度
比
９
％
増
）で
、歳
入
歳
出
の
差
額
は

10
億
７
１
２
５
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
は

58
億
９
２
８
５
万
９
千
円
で
、対
前
年

比
２・６
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消防費 2万2,543円
菊池広域連合負担金経費
消防団経費
防災・災害対策経費
消防施設・備品整備経費
など

災害復旧費 2,482円
農林水産施設災害復旧経費
商工施設災害復旧経費
公共土木施設災害復旧経費
教育施設災害復旧経費
など

公債費 8万1,170円
市の借金返済

教育費 7万7,721円
中学校長寿命化改良経費
給食センター等経費
図書館・公民館経費
体育施設費
など

議会費 4,250円
会議録作成経費 など

総務費 7万3,836円
庁舎施設等整備
ふるさと納税促進経費
電算管理費
区長会経費
など

民生費 24万7,467円
私立保育園経費　
自立支援・介護給付
後期高齢者医療関係経費
児童手当給付費
など

衛生費 4万844円
菊池環境保全組合経費
予防接種経費・各種検診経費
ごみ分別収集・処理経費
など

農林水産業費 3万6,837円
農林業補助金経費
農地整備経費
農業委員会経費
地籍調査経費
など

土木費 5万3,432円
下水道事業繰出経費
道路維持整備経費
公園整備・管理経費
市営住宅経費
など

商工費 1万22円
商工業補助金経費
商工会育成活動補助経費
観光施設整備・管理経費
など

令和６年度に使われたお金
（一般会計）市民１人当たり

令和6年度に納められたお金
（一般会計・市税）市民１人当たり

65万603円

12万6,802円

歳入決算額

5 42025 November広報きくち2025 November広報きくち



リチウムイオン電池や充電式小型家電製品などの不燃ごみへの
混入が原因で、全国的に火災や発煙が発生しています。
市では今年4月から、家庭ごみの「特定品目」に、「電池類・電池
類が取り外せない充電式小型家電製品」が追加され、家庭で使っ
た充電池やモバイルバッテリーなどが出せるようになりました。

【問い合わせ先】 環境課 ☎0968（25）1116

５月に環境美化センター
再資源化工場（大津町）で
不燃ごみの破砕作業中に
火災が発生。作業員が速
やかに対応し、大事には至
りませんでしたが、原因は
不燃物に混入していたリ
チウムイオン電池でした

以下のどちらかの方法で処分してください。

乾電池、ボタン電池、コイン電池、リチウムイオン電池など
の充電池、モバイルバッテリー、ポータブル電源、電動アシ
スト自転車用バッテリー

電動アシスト自転車用バッテリーを除き、おおよそ20㌢四方以内の大きさの物に限ります。

　充電池など、上表赤字の
ものは、市役所環境課と各
支所窓口で回収しています。
膨張・変形しているものも持
ち込み可能です。

�透明か半透明の袋に入れて出してください。
�膨張・変形したものは、他の電池類とは別の
袋で出してください。
�乾電池とボタン電池は、必ず
両面をセロハンテープなどで
絶縁してください。※乾電池、ボタン電池、コイン電池は持ち込み不可

▶環境美化センター（大津町）に直接持ち込むこともできます。
▶家電量販店などの回収箱に入れることもできます。詳細は㈱JBRC のホームページをご覧ください。

電子タバコ、加熱式タバコ、電気シェーバー、電動歯ブラシ、
充電式掃除機（本体部）、ワイヤレスイヤホン、ハンディ扇風機

　家庭ごみの分け方や出し方、ご
み収集日などを検索できる「菊池市
ごみ分別アプリ」を配信しています。
日々のごみ出しにご活用ください。

　不法投棄は豊かな自然と景観を損な
うだけでなく、付近の土壌や地下水の
汚染など、多大な被害を及ぼします。
　不法投棄・行為を発見したら、警察ま
たは市役所環境課までご連絡ください。

android iPhone

電池類・電池類が
取り外せない充電
式小型家電製品

菊池米食味コンクール 入賞米即売会

【会場】 有朋の里 泗水孔子公園 特設会場

問農政課ブランド推進室 ☎0968（25）7266

道の駅泗水 養生市場
JA菊池 畜産部畜産課

JA菊池
畜産部酪農課

むらかみ屋cafe zakka bb

松島工房

めだかスクール

米どころ菊池の

菊池米食味コンクールにあわせ、「菊池食の文
化祭」を今年も開催！ 菊池産の有機野菜や牛
肉を使ったメニューを７団体が提供します。
新米と一緒に、自慢の料理をご堪能ください。

市は令和７年３月、「オーガニックビレッジ宣言」
をしました。 本イベントで提供する料理は、菊池
産の有機野菜を中心に使用します。

Ⓒ2010熊本県くまモン

出動時間：午前10時30分～11時
　　　　　※予定
出動場所：菊池食の文化祭
　　　　  特設会場内

　食のみやこ熊本県の「食いし
ん坊大使」でもある、くまモンが

「菊池食の文化祭」に来場します。
今回の菊池米食味コ
ンクールの入賞米2㌔
を販売します。 

13回目を迎える本コンクールは、
地域・生産者・消費者を通して、

「米どころ菊池」の確立・PRを図る
ことを目的に開催しています。 午前10時～午後４時

※なくなり次第終了午前10時～　泗水公民館
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ホームページ ➡

【主 催】菊池市教育委員会
【問い合わせ先】中央公民館 ☎0968（25）1672　中央図書館 ☎0968（25）1111

　
ド
ラ
ゴ
ン
キ
ャ
ン
プ
場
で
竜
門
ダ
ム

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

住
民
や
関
係
団
体
で
つ
く
る
竜
門
ダ
ム

周
辺
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
主
催
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
、

屋
台
の
食
事
を
満
喫
し
な
が
ら
、和
太

鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、ダ
ン
ス
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、菊
池
白
龍
ま
つ
り
に
先
駆

け
、白
龍
も
登
場
し
、イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

キ
ク
ロ
ス
や
周
辺
の
駐
車
場
で
第

2
回
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
日
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
栄
町
青
年

部
が
30
年
ほ
ど
前
に
開
催
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
を
復
活
さ
せ
、地
域
の
人
々

の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
よ
う
と
企
画
。

今
年
は
か
っ
ぱ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
元も

と

水み
ず

川か
わ

太た

郎ろ
う

」が
誕
生
し
、ポ
ス
タ
ー
や

垂
れ
幕
に
登
場
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
雨
が
降
っ
た
た
め
、２
時

間
遅
れ
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、ヤ
マ
メ

の
つ
か
み
取
り
や
築
地
井
手
下
り
な
ど
、

こ
の
日
な
ら
で
は
の
体
験
に
多
く
の

親
子
が
参
加
。
職
業
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
さ
れ
、自
然
や
人
と
触
れ
合
う
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

1_ 元気よく泳ぐヤマメにみ
んな悪戦苦闘 2_ 仕事体験
では建設業や花屋などさ
まざまな職種が参加 3_ 井
手下りは長蛇の列ができま
した 4_ 動物ふれあいコー
ナー。ヒヨコやポニーなど
が来場者を癒しました 1

24

3
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作　文作　文

　

私
は
、東
京
で
の
研
修
で
、自
分
を
さ

ら
に
大
き
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
学
び

は
５
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
行
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
」で
す
。
日
本
の
環
境
状
態
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
講
義
で
は
、考
え
て
い
る

だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。「
考
え
て
終
わ
り

で
は
な
く
、考
え
た
こ
と
を
行
動
に
移
す

こ
と
に
よ
り
、物
事
は
良
い
方
向
へ
大
き

く
変
化
す
る
」と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、「
周
り
に
目
を
向
け
る
こ

と
」で
す
。
今
の
私
た
ち
に
必
要
な
力
は

大
き
く
３
つ
で
す
。
ま
ず
、「
未
来
を
見

据
え
る
力
」で
す
。
10
年
か
ら
20
年
後
を

見
据
え
る
時
、現
在
と
比
較
し
、考
え
る

こ
と
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
広
が
り

ま
す
。
次
に
視
野
を
広
げ
、よ
り
よ
い
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は「
間
違
っ

た
固
定
観
念
を
な
く
す
力
」が
必
要
で
す
。

こ
の
力
を
つ
け
、自
分
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、間
違
え
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
に

も
注
意
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
が
今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成

塾
に
参
加
し
て
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、日

本
と
世
界
の
未
来
に
つ
い
て
の
話
を
聴
き
、

グ
ル
ー
プ
で
考
え
を
深
め
た
こ
と
で
す
。

私
は
、今
ま
で
未
来
の
社
会
を
深
く
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
は
、い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
深
く
未

来
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

菊き
く

池ち

康や
す

紀の
り

先
生
の
講
義
で
は
、未
来
人

財
と
し
て
必
要
な
要
素
は
、「
シ
ス
テ
ム

思
考
」だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が「
今
す
べ
き
こ
と
」「
で
き
る
こ

と
」「
し
た
い
こ
と
」の
３
つ
を
そ
れ
ぞ
れ

考
え
、未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
今
す
べ
き
こ
と
」は
未
来
を
見
据
え

な
が
ら
今
を
考
え
る
こ
と
、「
で
き
る
こ
と
」

は
何
で
も
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
、「
し

た
い
こ
と
」は
固
定
観
念
を
捨
て
て
、と

に
か
く
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
学
び

ま
し
た
。
今
、何
が
起
き
て
い
て
、こ
れ

か
ら
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
は
、

唯
一
絶
対
の
正
解
は
な
く
、考
え
続
け
る

こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
今
す
べ
き
こ
と
」「
し
た
い
こ
と
」

は
経
験
や
社
会
情
勢
、環
境
に
影
響
を
受

　

最
後
は「
人
に
頼
る
力
」で
す
。
私
は

こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、

リ
ー
ダ
ー
だ
か
ら
と
自
分
の
仕
事
を
無

理
し
て
１
人
で
抱
え
込
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
本
物
の
リ
ー

ダ
ー
で
は
な
い
と
学
び
ま
し
た
。
優
れ
た

リ
ー
ダ
ー
に
は
、助
け
た
り
支
え
た
り
し

て
く
れ
る
大
勢
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
本
物
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
た
め
に
周
り
の
人
を
頼
っ
て
助

け
を
求
め
、そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
大
事
に

し
て
い
け
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

３
つ
目
は
、「
諦
め
な
い
こ
と
」で
す
。

宇
宙
の
仕
組
み
と
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
講
義
で
そ
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
宇
宙
に
は
予
測
で
き

な
い
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
生
活
で

も
同
じ
で
す
。
し
か
し
、分
か
ら
な
い
ま

ま
に
す
る
の
で
は
な
く
、諦
め
ず
に
挑
戦

し
、や
り
抜
く
こ
と
を
大
切
に
し
、み
ん

な
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

４
つ
目
は
、「
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
」で
す
。
ア
フ
リ
カ
と
日
本
と
の

け
て
変
わ
っ
て
い
く
が
、「
で
き
る
こ
と
」

は
突
然
増
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、「
で

き
る
こ
と
」を
伸
ば
す
た
め
に
は
、勉
強

と
努
力
と
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
、一
つ
一
つ
の
物
事
を

シ
ス
テ
ム
思
考
で
捉
え
、自
分
が「
今
す

べ
き
こ
と
」「
し
た
い
こ
と
」「
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
、実
行
に
移
す
こ
と
で
す
。

　

小こ

宮み

山や
ま

宏ひ
ろ
し

先
生
の
講
義
で
は
、プ
ラ
チ

ナ
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、誰
か
一

人
が
行
動
す
る
こ
と
で
、世
界
は
変
わ
り
、

脱
炭
素
社
会
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、私
た
ち
が

今
や
る
べ
き
こ
と
は
省
エ
ネ
で
す
。

　
例
え
ば
、建
物
の
窓
を
二
重
に
す
る
と

冬
は
室
内
の
暖
か
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、

夏
は
外
の
熱
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
す
ぐ
に
行
動
で
き
る
こ
と
を
、す

ぐ
に
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、少
し
ず
つ
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
、

多
く
の
先
生
方
の
話
を
聴
き
、グ
ル
ー
プ

で
の
活
動
を
通
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
視
点

関
係
に
つ
い
て
の
講
義
で
は
、日
常
生
活

で
も
支
え
合
い
、つ
な
が
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、大

き
な
成
長
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
５
つ
目
は
、「
仲
間
の
大
切
さ
」

で
す
。
こ
の
５
日
間
を
通
し
て
、た
く
さ

ん
の
人
と
関
わ
り
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
日
に
私
の
班
で
は
、学
ん
だ
こ
と
を

劇
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
台
本
を
作
っ

た
り
、模
造
紙
に
書
き
込
ん
だ
り
と
役
割

分
担
し
、協
力
し
合
い
、発
表
は
と
て
も

良
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、一
緒

に
東
京
へ
行
っ
た
仲
間
と
も
、分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
、助
け
合
い
支
え
合
い
、と

て
も　
良
い
絆
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
５
日
間
、普
段
の
自
分
と
向
き
合

う
こ
と
や
、こ
れ
か
ら
大
切
に
し
て
い
き

た
い
こ
と
が
分
か
り
、今
後
の
生
活
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、学

校
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ら「
未
来
」に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、未
来
に

対
す
る
考
え
方
、捉
え
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。
未
来
は
自
分
た
ち
の
手
で
ど
ん
ど
ん

変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
、未
来
に

必
要
な
こ
と
や
大
切
な
こ
と
を
考
え
、で

き
る
範
囲
で
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
活
動
で
自
分
の
苦
手
と

し
て
い
た
意
見
交
流
や
、質
疑
応
答
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
心

の
中
で
思
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
、

ど
ん
ど
ん
言
え
る
よ
う
に
な
り
、い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
経
験
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
、理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
び
を
生
か
し
、泗
水
中
学
校

生
徒
会
を
中
心
に
、こ
れ
か
ら
の
泗
水
中

学
校
に
つ
い
て
話
し
合
い
、よ
り
よ
い
学

校
に
し
て
い
く
た
め
に
、行
動
に
移
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、後
輩
た

ち
か
ら
も「
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
い
」

と
い
う
人
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

私
た
ち
の
た
め
に
、多
く
の
協
力
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泗水中学校3年　瀬
せ

崎
ざき

彩
さや

花
か

さん泗水中学校３年　西
にし

山
やま

陽
ひ

菜
な

さん

よりよい社会の実現へプラチナ未来人財育成塾での学びとこれから
参加報告参加報告

プラチナ未来人財育成塾プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち11
月～３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。

未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち11
月～３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。
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問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

９月の歯科健診で、むし歯がなかったお子さんを紹介します。
※敬称略。（ ）内の字名は健診日時点3歳児健診時「むし歯なし」の子

 歯ぐきに赤く腫れた部分がある
 口臭が何となく気になる
 歯ぐきが痩せてきた
 歯と歯の間にものが詰まりやすい
 �歯を磨いた後、歯ブラシに血が付
いたり、すすいだ水に血が混じった
りすることがある
 歯が浮いたような感じがする
 少しグラつく歯がある
 歯ぐきからうみが出たことがある

が１～２個　歯周病の可能性があ
ります。歯磨きの仕方を見直すと同
時に、歯科医師に相談しましょう。

が3個以上　軽度か中等度歯周炎
以上に歯周病が進行している恐れが
あります。歯科医院を受診しましょう。

き
に
炎
症
が
起
こ
る
感
染
症
で
す
。

　

重
症
化
す
る
と
歯
が
抜
け
落
ち
て

し
ま
い
、さ
ら
に
歯
周
病
菌
や
炎
症

物
質
が
血
管
か
ら
血
流
に
の
っ
て
全

身
を
回
り
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
対
策

❶
生
活
習
慣
の
改
善

▼
禁
煙

▼
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

▼
歯
ぎ
し
り
な
ど
に
気
を
つ
け
る

▼
食
事
は
規
則
正
し
く
、よ
く
噛
む

❷
磨
き
残
し
の
な
い
習
慣

▼�

歯
垢
が
た
ま
り
や
す
い
場
所
を
重

点
的
に

▼
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
活
用

　

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
プ
ラ
ー
ク
は

60
％
し
か
落
と
せ
ま
せ
ん
。
デ
ン
タ

8
0
2
0
運
動
と
は
？

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自

分
の
歯
を
保
と
う
」と
い
う
運
動
で

す
。
少
な
く
と
も
歯
が
20
本
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
ん
で
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、20
本
を
維

持
し
、食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康

に
過
ご
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歯
を
失
う
原
因
の
第
1
位
は
歯
周

病
、
第
2
位
が
む
し
歯
で
す
。
ど
ち

ら
も
進
行
す
る
と
、歯
を
失
う
だ
け

で
な
く
、全
身
の
健
康
状
態
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
し
っ
か
り
と
予

防
と
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

8
0
2
0
達
成
で
健
康
寿
命
の
延

伸
や
笑
顔
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

人
生
が
期
待
で
き
ま
す
。

歯
周
病
は“
万
病
の
も
と
”　

　

歯
周
病
は
、歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に

た
ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク（
歯
垢
）に
す
み

着
く「
歯
周
病
菌
」に
よ
っ
て
、歯
ぐ

ル
フ
ロ
ス
を
使
う
と
約
80
％
、歯
間

ブ
ラ
シ
と
併
用
で
85
％
の
プ
ラ
ー
ク

を
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歯
と
全
身
の
健
康
を
守
る
！

歯
周
疾
患
検
診

　

早
期
発
見
は
、歯
の
喪
失
を
防
ぎ
、

全
身
の
健
康
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。

歯
周
病
は
、15
歳
以
上
の
2
人
に
1

人
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、患
者
数
の
多
い
病
気
で
す
。

　

市
で
は
、
節
目
年
齢
の
人（
令
和

8
年
3
月
31
日
現
在
、20
歳
・
30
歳
・

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
）に
歯
周
疾

患
検
診
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
診
し
て
い
な
い
人
に
は
、受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
症
状
が
な
く

て
も
受
診
し
、歯
を
は
じ
め
と
し
た

全
身
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　歯周病は自覚がないまま進行しま
す。定期的に歯科検診を受けて、歯
と口の状態をチェックし、歯磨きの指
導も受けましょう。

心疾患

糖尿病
肥満

リウマチ

早産・
低体重児
出産

誤嚥性
肺炎

認知症

歯周病が発症・悪化させる病気

歯周病セルフチェック

11月８日は「いい歯の日」です。いつまでもおいしく食事を取るためには、毎
日のお手入れで健康な歯を保つことが重要です。生涯、自分の歯で楽しんで
食べられるように8020の達成を目指しましょう。

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布
　これからも、家族ぐるみでむし歯予防に取り組み、
健康な歯を保ちましょう。今回むし歯があったお
子さんは、なるべく早く歯科医院を受診しましょう。

冨
とみ

田
た

逸
いち

勝
か

（隈府）
中
なか

尾
お

光
みつ

葉
は

（西寺）
東
ひがし

　晴
はる

世
せ

（西迫間）
本
ほん

田
だ

悠
ゆう

馬
ま

（隈府）
永
なが

田
た

丈
じょう

太
た

朗
ろう

（今）
城
じょう

　凱
かい

惺
せい

（大琳寺）

坂
さか

本
もと

　凪
なぎ

（西寺）
赤
あか

星
ほし

光
こう

真
しん

（高島）
生
いき

見
み

爽
そう

汰
た

（吉富）
加

か

藤
とう

陽
ひな

翔
た

（吉富）
古

こ

閑
が

剛
たけ

翔
と

（吉富）
鈴
すず

木
き

　蓮
れん

（吉富）

武
たけ

田
だ

悠
ゆう

叶
と

（吉富）
中
なか

原
はら

光
みつ

希
き

（吉富）
御

み

手
た

洗
らい

太
た

桜
お

（吉富）
森
もり

　琉
る

莉
り

愛
あ

（吉富）
柁
かじ

原
わら

杏
あ

桜
お

（吉富）
問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

一
日
年
金
出
張
相
談
所
を
開
設

一
日
年
金
出
張
相
談
所（
無
料
）

　

年
金
に
関
す
る
相
談
・
質
問
な
ど
、

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

❶
11
月
13
日
㈭

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
は
ま
せ
ん 

本
館
2
階

❷
11
月
20
日
㈭

　

�

鶴
屋
百
貨
店（
地
下
2
階
パ
ー
キ

ン
グ
連
絡
通
路
）

❸
11
月
21
日
㈮

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森 

本
館
2
階

❶
❸
午
前
10
時
～
午
後
3
時

❷
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

❶
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
0
9
6（
3
5
3
）0
1
4
2

※
音
声
案
内　

1
の
後
に
2

❷
❸
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

☎
0
9
6（
3
6
7
）2
5
0
3

※
音
声
案
内　

1
の
後
に
2

そ
の
他

▼
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼�

年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
と
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
が
必
要
で
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
。
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
代
わ

り
に
納
付
し
た
場
合
も
、支
払
っ
た

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
家
族
宛
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

❶�

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
る
対
象
者

　

1
月
1
日
～
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

送
付
時
期

▼
電
子
送
付　

10
月
に
送
付
済
み

▼
郵
送　

～
11
月
上
旬

❷�

令
和
8
年
1
月
下
旬
～
2
月
上
旬

に
送
付
す
る
対
象
者

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
な
ど
で
、10
月
1
日
～
12
月
31

日
㈬
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を

納
付
し
た
人（
❶
の
対
象
者
は
除
く
）

送
付
時
期

▼
電
子
送
付　

令
和
8
年
1
月
下
旬

▼
郵
送　

令
和
8
年
2
月
上
旬 

問
い
合
わ
せ
先

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0（
0
0
3
）0
0
4

▼�

0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合

　

☎
03（
6
6
3
0
）2
5
2
5

～ 健康長寿は、だ液力！ ④ ～
ガムを噛んで、だ液力アップ
　だ液を増やす一つの方法として、キシリトールを
配合したガムを噛むことをお勧めします。舌や頬の
筋肉も動くので口を閉じる力がついて、口呼吸の予
防にもなり、口の渇きが軽減します。口周りの筋肉
を鍛えて、健康長寿を目指しましょう。

●ガムを口の中で回しながら噛む。
　�同じ歯で噛み続けるより、左右、手前・奥など口

の中で移動させながら噛むのがベストです。
●�すぐに捨ててしまわず、味がなくなっても10分

程度は噛み続ける。
●1日1〜3回程度、食後に噛むのがおすすめ。
　できるだけ、キシリトール100％のガムを。
　�ショ糖は酸を作り、虫歯になりやすいため、ショ

糖の入っていないものを選びましょう。

ガムを噛む時のポイント

献血を実施する事業所を募集中です！
　熊本県赤十字血液センターでは、企業や学校な
ど団体での献血への協力をお願いしています。
　血液製剤には有効期間があり、安定的に患者さ
んへ血液を届けるには、継続的な
献血への協力が必要不可欠です。
特に若い世代の献血協力者が、減
少している状況です。
　以下に献血バス配車の目安を記
載していますので、ご検討ください。
１日献血の場合（400mL献血：50～60人程度）

【時間】午前９時30分～正午、午後１時30分～４時
半日献血の場合（400mL献血：30人程度）

【時間】午前9時30分～正午または午後１時30分～４時
献血バスの駐車場所 

【全長】12m　【全幅】３m　【全高】４m
受付場所　会議室、事務所など

問熊本県赤十字血液センター　☎096（384）6725

けんけつちゃん
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旭志の彼岸花（撮影：広報）

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

第
21
代
菊き
く

池ち

重し
げ

朝と
も

公
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
菊
池
万
句
」に
ち
な
み
、市
教

育
委
員
会
が
県
内
や
姉
妹・
友
好
都
市
の
小
中
学
校
か
ら
俳
句
や
短
歌
を

毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
入
選
作
品
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

※
学
年
は
当
時

入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

「里」短歌会
菊池短歌会
七城短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

木原 ☎0968（24）0776
安藤 ☎0968（25）4285
佐々 ☎0968（24）3761

図 書 館 公 民 館図 書 館 公 民 館

ホームページ

秋冬のおいしい食べ物

　図書館で不要になった本や雑誌を1冊10円で販売
します。収益は市内の小中学校に配布する図書通帳
購入費用に活用します。

中央図書館ところ

11月15日㈯・16日㈰・21日㈮・22日㈯、23
日㈰㈷　午前10時～午後4時

と　き

リサイクル本の販売をします！

公民館主催講座【後期】の受講生を
追加募集しています！
　講座の内容は公民館のホームページから確認でき
ます。詳しくは、中央公民館へお問い合わせください。

No.  講座名

25

公民館サポーター養成講座 パート３
～一緒につくる公民館講座～

［と　き］12月18日㈭ 午前10時～11時30分
［ところ］中央公民館

34

楽しく学ぶ！ 認知症予防講座
～安心したセカンドライフをおくるために～

［と　き］12月２日㈫ 午前10時～11時30分
［ところ］中央公民館

　利用団体の皆さんから提供してもらった情報を基に、
自主サークル一覧表を作成しています。一覧表は情
報を知りたい人が、窓口で見ることができます。今年
度からは、ホームページにも掲載しています。
　新規団体はもちろん、すでに掲載中の団体も内容
を更新しますので、情報提供のご協力をお願いします。

●�市公民館に利用団体登録をしている団体
●�現在、中央・七城・旭志・泗水のいずれかの公民館で

定期的に活動している団体
※これから半年以内に活動を開始する団体も含みます

掲載条件

※定員に達し次第、締め切ります

自主サークルに
新しい仲間を増やしませんか？

あ
か
ね
書
房

�3

教
育
画
劇

4

成
美
堂
出
版

2

主
婦
と
生
活
社

1

�2 �小鍋仕立ての絶品鍋
小

こ

林
ばやし

まさみ／著
　野菜をたっぷり取れて、
鍋一つで完結する。そんな
いいことづくめの鍋料理を
１～２人前にアレンジした一
冊です。

木
き

坂
さか

　涼
りょう

／作
どうなつみ／絵

4 おもいおいも

　おいもが泣いちゃった！ 重
いおいもの気持ちが分か
る!? おいもを食べる秋に
ぴったりなユーモアあふれ
る絵本です。

内
うち

田
だ

真
ま

美
み

／著

�1りんごのかんたん
　おうち菓子

　11月はリンゴがおいしい
季節。手軽に作れるお菓子
で、おうちのおやつ時間を
過ごしてみるのはどうだろう。

寺
てら

村
むら

輝
てる

夫
お

／原案
永
なが

井
い

郁
いく

子
こ

／作絵

�3わかったさんの
　スイートポテト

　わかったさんが不思議な
世界でスイートポテトを作る
ために奔走します。読んで
も作っても楽しい一冊。

　以下のどちらかで情報をご提供ください。
提供方法

1専用フォーム
　必要事項を入力し、送信してください。
2窓口
　「自主サークル情報票」に記入し、近くの公民館窓口
へ持参してください。「自主サークル情報票」は、各公
民館窓口に設置しています。

専用フォーム

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
10
月
号
「
菊
池
短
歌
会
８
月
詠
草
」の
原
稿
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤 

失
念
は
穏
し
や
う
な
し
庭
畑
の
胡
瓜
の
黄
色
曲
が
り
て
下
が
る

山
田　

博

山
田　

博

正 

失
念
は
隠
し
や
う
な
し
庭
畑
の
胡
瓜
の
黄
色
曲
が
り
て
下
が
る

【
俳
句
の
部
】 

優
良
賞

【
短
歌
の
部
】 

優
秀
賞

せ
ん
せ
い
も
ほ
ん
き
で
か
け
て
る

み
ず
あ
そ
び

夏
の
セ
ミ
最
後
の
日
ま
で
生
き
て
い
る

潮
風
に
た
そ
が
れ
せ
ま
る
雲
の
峰

秋
の
森
ひ
ら
ひ
ら
お
ち
る
も
み
じ
た
ち
風
に
ふ
か
れ
て
新
し
い
旅

あ
い
こ
う
と
い
ろ（
花
房
小
１
年
）

吉よ
し

田だ　
瞬し

ゅ
ん（

菊
之
池
小
４
年
）

村む
ら

上か
み

琴こ
と

音ね
（
菊
池
北
中
３
年
）

森も
り

菜な

な々

美み
（
七
城
小
４
年
）

青
軸
の
古
木
と
な
り
て
ひ
こ
ば
え
に
後
継
が
せ
む
と
ひ
と
も
と
残
す

令
和
な
る
米
騒
動
も
二
年
す
ぐ
国
は
安
定
供
給
努
め
よ

住
む
地
域
車
無
し
で
は
猛
不
便
更
新
講
習
喰
ひ
つ
き
ゆ
か
な

妻
老
い
て
か
わ
り
に
家
事
す
る
我
主
夫
か
教
師
の
父
が
反
面
教
師

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

佐
　々
重
弘

井
藤　
俊
和

甲
子
園
ピ
ン
チ
や
チ
ャ
ン
ス
繰
り
返
し
笑
顔
の
プ
レ
ー
浜
風
の
吹
く　

ひ
ら
ひ
ら
と
揚
羽
の
蝶
の
巡
る
な
か
吾あ

庭に
わ

の
白
き
彼
岸
花
開
く

手
の
中
に
新
生
児
抱
き
六
十
の
年
の
差
思
い
未
来
を
思
う　

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
一
息
マ
イ
タ
イ
ム
育
休
明
け
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は　

九
歳
の
三み

十そ

一ひ
と

文
字
の
爽
や
か
さ
ソ
ー
ダ
水
の
泡
の
は
じ
け
る　

原
川　
初
江

松
竹　
洋
子

原
口　
裕
子

坂
本　
　
佳

立
山　
浩
美

了り
ょ
う

俊し
ゅ
んを
水
島
の
地
で
破
り
し
は
武た

け

朝と
も

公こ
う

な
り
十じ

ゅ
う
さ
ん

三
歳
な
り
き

金こ
ん

色じ
き

の
テ
ィ
ア
ラ
を
載
せ
て
猛
暑
日
を
あ
か
む
ら
さ
き
の
百
日
草
咲
く

使つ
こ

う
た
ら
そ
の
日
の
う
ち
に
研
い
ど
か
な
ん
農
に
生
き
た
る
義
父
の
信
念

地
球
儀
は
ふ
と
も
翳か

げ

り
ぬ
時
じ
く
の
「
ミ
サ
ゴ
」
飛
来
す
風
説
の
如
く

天
皇
の
娘
愛
子
様
麗れ

い

雅が

を
称し

ょ
う揚よ
う
友
ら
と
沸
き
し
秋
の
真
昼
を

山
田　
　
博

安
藤　
則
子

小
堀　
久
男

怒
留
湯
健
蓉

中
川　
愛
子

老
女
ら
の
茅ち

の
輪
く
ぐ
る
や
ゆ
か
た
着
て

色
ま
す
や
秋
の
七
草
大
観
峰

新に
い

盆ぼ
ん

や
偲
ぶ
写
真
の
残
る
だ
け

日ひ

盛ざ
か

り
や
廃
線
の
駅
し
ん
と
し
て

植う
え

田た

な
か
小し

ょ
う
ろ
く六の
我わ

れ

ビ
ラ
拾
う

稗
田　
達
恵

藤
本
け
い
子

水
上　
玲
子

森　
　
容
子

芹
川　
蓉
子

敬
老
日
写し

ゃ

メ
ー
ル
届
く
孫
の
顔

夫つ
ま

伏ふ

し
て
応
答
も
な
き
端は

し

居い

か
な

子し

規き

偲
ぶ
旅
の
思
い
出
糸へ

ち
ま瓜
棚だ

な

苦
も
楽
も
授
か
り
し
も
の
露つ

ゆ

け
し
や

友
逝ゆ

き
て
思
ひ
出
尽
き
ず
秋

し
ゅ
う

灯と
う

下か

吉
田　
和
弘

赤
星
知
惠
子

川
口　
二
子

隈
部　
輝
子

加
藤　
妙
子
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮ 

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時（
福
祉
課
）

�

242

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す

運
動
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
毎

年
11
月
12
～
25

日（
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際

デ
ー
）ま
で
の
2
週
間
、全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
D
V（
※
）や
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、

女
性
に
向
け
ら
れ
る
暴
力
の
形
は
多

様
で
す
。

※�

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）：「
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、ま
た
は

あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴

力
」の
こ
と

「
こ
れ
っ
て
Ｄ
Ｖ
？
」と
思
っ
た
ら

　

本
市
で
は
女
性
相
談
の
約
6
割

が
D
V
に
関
す
る
相
談
で
、多
く
の

人
が
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、以
前
、知
人
か
ら「
夫
の

怒
鳴
り
声
を
聞
く
の
が
怖
く
て
家
に

帰
る
の
が
つ
ら
い
」と
い
っ
た
相
談

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
彼

女
は
身
体
に
傷
を
負
っ
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、日
々
の
暴
言

や
生
活
を
細
か
く
制
限
さ
れ
る
こ
と

に
心
を
す
り
減
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
D
V
と
い
う
と
、殴
る
・
蹴
る
と

い
っ
た
身
体
的
暴
力
を
イ
メ
ー
ジ
し

が
ち
で
す
が
、実
際
に
は「
お
前
は

何
を
や
っ
て
も
ダ
メ
だ
」と
い
っ
た

言
葉
に
よ
る
精
神
的
暴
力
や
、少
な

い
生
活
費
を
渡
し
、足
り
な
く
な
っ

て
も
お
金
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経
済

的
暴
力
、嫌
が
る
の
に
性
的
行
為
を

強
要
す
る
な
ど
の
性
的
暴
力
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
表
面
化
し
に
く
い
形
で
深

く
人
を
傷
付
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
に
あ
っ
た
と
き
、

多
く
の
人
は「
何
も
で
き
な
い
自
分

が
悪
い
」と
自
分
を
責
め
た
り
、「
自

分
が
我
慢
す
れ
ば
い
い
」と
思
い
込

ん
だ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、紛
れ
も
な
い
犯
罪
で
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　
被
害
を
受
け
て
い
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、周
囲
で「
お
か
し
い
な
」と
気
付

い
た
人
も
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
助

け
て
く
れ
る
人
は
誰
も
い
な
い
」と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
安

全
や
就
学
の
問
題
な
ど
が
気
に
な
り
、

自
分
を
守
る
こ
と
や
逃
げ
る
こ
と
に

踏
み
切
れ
ず
、誰
に
も
相
談
で
き
ず

に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

本
市
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
で
、相

談
窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

こ
に
で
も
相
談
で
き
、秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
暴
力
は
犯
罪
で
あ
る
」

と
い
う
当
た
り
前
の
意
識
を
、家
庭

や
職
場
、地
域
の
中
で
共
有
し
、こ

の
運
動
の
期
間
に
、今
一
度
ご
自
身

と
周
り
を
振
り
返
り
、「
暴
力
の
な

い
ま
ち
」を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
の
相
談
窓
口 

■
男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談　

　
（
要
予
約
）※
詳
細
22
㌻

▼
弁
護
士

　
偶
数
月 
第
3
㈮

▼
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
奇
数
月 

第
3
㈬

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課 

☎
0
9
6
8（
25
）7
2
1
0

■
子
育
て
支
援
課
内
相
談
室

　
女
性
相
談
支
援
員
が
窓
口
や
電
話

で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

☎
0
9
6
8（
25
）1
3
9
9（
直
通
）

予約は
こちらから

　
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

無
料
点
検
商
法
に
注
意
！

　
業
者
な
ど
が
電
話
や
来
訪
を
し
て
、

給
湯
器
や
分
電
盤
、ブ
レ
ー
カ
ー
を

無
料
で
点
検
を
し
た
後
、「
こ
の
ま

ま
で
は
ガ
ス
漏
れ
や
火
災
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
が
あ
る
の
で
早
め
に
交

換
し
た
ほ
う
が
よ
い
」と
不
安
を
あ

お
り
、契
約
を
せ
ま
る
点
検
商
法
に

関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
の

で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例
❶

　

点
検
後
に「
こ
の
ま
ま
で
は
ガ
ス

漏
れ
を
起
こ
し
て
火
災
の
危
険
性
が

あ
る
」と
言
わ
れ
た
。
新
し
い
機
器

へ
の
交
換
を
勧
め
ら
れ
た
が
、購
入

し
た
業
者
名
と
異
な
る
の
で
怪
し
い

と
思
い
契
約
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
。

相
談
事
例
❷

　
「
分
電
盤
や
ブ
レ
ー
カ
ー
の
無
料

点
検
を
す
る
」と
の
電
話
が
あ
り
、

点
検
が
終
わ
る
と
、「
耐
用
年
数
を

過
ぎ
て
い
る
の
で
、漏
電
な
ど
で
火

災
に
な
る
」と
言
わ
れ
た
。
契
約
電

力
会
社
の
点
検
業
者
だ
と
思
い
込
み
、

高
額
の
交
換
工
事
の
契
約
を
し
た
が

家
族
に
相
談
す
る
と
、騙
さ
れ
て
い

る
の
で
は
と
言
わ
れ
、不
安
に
な
っ

た
の
で
契
約
を
止
め
た
い
。

注
意
点

▼�

突
然
、無
料
点
検
す
る
と
電
話
や

訪
問
し
て
く
る
業
者
に
は
、安
易

に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
し
た
ガ
ス
・
電
力
会
社
や
購

入
メ
ー
カ
ー
に
定
期
点
検
を
行
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、複
数
の
業

者
か
ら
見
積
も
り
を
取
っ
て
比
較

検
討
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

突
然
の
電
話
や
訪
問
で
契
約
し
た

場
合
で
も
、８
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

点
検
商
法
は
他
に
も
、「
水
漏
れ

点
検
」や「
太
陽
光
発
電
装
置
の
点

検
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
例
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、使
用
し
な
い
不
要
な
カ
ー

ド
は
解
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
安
な
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
登
録
有
形
文
化
財

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆【
問
い
合
わ
せ
先
】 

観
光
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

文
化
課 
☎
０
９
６
８（
41
）７
５
１
５

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係
が
お
伝
え

し
ま
す
。

　

県
道
３
２
９
号
原
・
植
木
線
、旭

志
弁
利
の
合
志
川
に
架
橋
す
る
姫
井

橋
は
、大
正
14（
１
９
２
５
）年
に
完

成
し
た
橋
長
18
㍍
、幅
員
４・
６
㍍
、

下
間
長
17
㍍
、下
路
式
ア
ー
チ
Ｒ
Ｃ

型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
す
。

　
近
代
土
木
技
術
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、大
正
期
に
こ
の
工
法
で
架
設
さ

れ
た
形
式
の
橋
は
全
国
初
で
す
。
現

存
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
の
橋

の
中
で
は
日
本
最
古
と
評
価
さ
れ
、

平
成
18
年
度
の「
選
奨
土
木
遺
産
」

と
し
て（
社
）土
木
学
会
よ
り
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
15
日
、「
姫
井
橋
」

は
本
市
で
第
１
号
と
な
る
国
登
録
有

形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

姫
井
橋
の
経
緯

　

姫
井
橋
よ
り
上
流
に
橋
は
な
く
、

隈
府
町
列
組
合
の
設
計
に
よ
り
、よ

う
や
く
架
橋
さ
れ
た
も
の
で
、初
め

て
馬
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
、森

林
資
源
が
豊
富
な
地
域
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、木
材
運
搬
な
ど
生
活
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
橋
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、橋
桁
が
川
岸
に
対
し

て
斜
め
に
架
か
っ
て
い
る
の
は
、木

材
が
長
い
た
め
少
し
で
も
大
回
り
し

な
い
よ
う
に
と
の
工
夫
の
た
め
で
す
。

　
昭
和
56
年
に
す
ぐ
横
に
新
し
い
橋

が
架
け
ら
れ
、橋
は
撤
去
さ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、地
元
の
強
い
熱
意
に

よ
り
奇
跡
的
に
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
歩
道
橋
以
外
で
は
使
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、地
元
の
皆
さ
ん

か
ら「
馬う

ま

橋ば
し

」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
八
幡
浜
市
で
一
番
多
い
姓
は
菊
池

（
菊
地
）姓
で
、
約
1
8
0
0
人（
人

口
3
万
人
弱
）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

4
万
6
千
人
余
の
本
市
の
キ
ク
チ
さ

ん
が
2
桁
台
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て

も
、と
て
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
菊
池
一
族
だ
と
伝

わ
り
、郷ご

う

に
あ
る
石い

し

棟の
と

城（
尾お

崎ざ
き

城
）

は
、室
町
時
代
に
一
族
の
末
裔
が
城

主
を
務
め
た
と
い
う
城
で
す
。

　

13
代
武た

け

重し
げ

の
子
孫
・
武た

け

正ま
さ

が
、
応

永
25（
1
4
1
8
）年
に
嶽だ

け

城
主
の
伊い

予よ

宇う

都つ
の

宮み
や

氏
を
頼
っ
て
石
棟
城
へ
入

り
、城
主
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
武た

け

寿ひ
さ

︱
武た

け

秀ひ
で

︱
武た

け

朝と
も

と
続
き

ま
す
が
、弘
治
２（
1
5
5
6
）年
に

宇
都
宮
氏
と
西さ

い

園お
ん

寺じ

氏
が
鳥と

坂さ
か

の
峠

で
戦
っ
た
時
、通
り
道
に
当
た
る
石

棟
城
は
攻
略
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、石
棟
城
主
と
し
て
登
場

す
る
の
は
、
菊
池
出い

雲ず
も

守の
か
み

武た
け

友と
も（

国く
に

木ぎ

円え
ん

照し
ょ
う

寺じ

蔵
系
図
で
は
近ち

か

治は
る

）。
父

は
、菊
池
氏
最
後
の
当
主
と
さ
れ
る

26
代
義よ

し

武た
け（

大お
お

友と
も

重し
げ

治は
る

）で
す
。
義
武

は
、豊
前
・
豊
後
で
勢
力
を
伸
ば
し

て
い
た
大
友
義よ

し

長な
が

の
子
で
、前
当
主

の
武た

け

包か
ね

を
追
い
菊
池
氏
の
家
督
を
得

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、高
慢
な
性
格
か
ら
家
臣

た
ち
の
離
反
に
合
い
、身
の
危
険
を

感
じ
た
義
武
は
相さ

が

良ら

氏
を
頼
っ
て
菊

池
を
離
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、大
友

氏
の
家
督
を
継
い
だ
甥
の
義よ

し

鎮し
げ

と
の

関
係
が
悪
化
、天
文
23（
1
5
5
4
）

年
に
51
歳
で
自
刃
し
ま
す
。
そ
の
遺

児
が
武
友
で
、弟
は
石い

わ

見み

守の
か
み

秀ひ
で

隆た
か（

同

上
系
図
で
は
近ち

か

元も
と

）で
す
。

　

弘
治
元（
1
5
5
5
）年
、島し

ま

津づ

義よ
し

久ひ
さ

を
頼
っ
て
落
ち
延
び
た
後
、大
友

氏
と
敵
対
し
て
い
た
西
園
寺
氏
を
頼

り
、弘
治
３（
1
5
5
7
）年
に
伊
予

へ
渡
り
ま
す
。
そ
の
後
、南み

な
み

方か
た

殿
摂せ

っ

津つ

親ち
か

安や
す（

西
園
寺
十
五
将
の
一
人
）に

属
し
、そ
の
支
援
で
石
棟
城
の
城
主

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
棟
城
の
主
郭
跡
に
は
、安
永
４

（
1
7
7
5
）年
に
子
孫
に
よ
り
近

治
と
近
元
の
2
基
の
五
輪
塔
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。「
宇
和
旧
記
」
や

五
輪
塔
に
よ
る
と
、近
治
は
天
正
６

（
1
5
7
8
）年
9
月
13
日
に
、近
元

は
同
年
同
月
8
日
に
没
し
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

兄
弟
の
最
期
が
、ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、長ち

ょ
う

宗そ

我か

部べ

氏
の
援
助
を
受
け

た
大お

お

野の

直な
お

之ゆ
き

に
攻
め
ら
れ
て
討
死
し

た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

孫
は
西せ

い

予よ

市し

三み

瓶か
め

町ち
ょ
う

垣は

生ぶ

に
逃
れ
て

南
方
領
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
3
月
に
八
幡
浜
市
で
開
催
さ

れ
た「
菊
池
さ
ん
の
知
ら
な
い
世
界
」

に
本
市
職
員
が
出
向
き
、「
入
門
！

は
じ
め
て
の
菊
池
一
族
」と
題
し
て

講
演
し
、市
内
外
か
ら
参
加
し
た
約

80
人
が
、菊
池
一
族
の
栄
華
に
思
い

を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
場
で
も
、八
幡
浜
市
と
菊
池

一
族
と
の
関
連
を
問
う
声
が
上
が
り
、

石
棟
城
の
城
主
は
菊
池
氏
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
菊
池（
菊
地
）姓
が
広
が
っ

て
い
っ
た
の
で
は
と
の
推
察
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
地
で
、菊
池
一
族
の

誇
り
と
菊
池
と
い
う
名
に
対
す
る
思

い
が
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、こ
の
よ
う

な
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

石棟城跡より八幡浜市を望む
（手前の藪が城跡）
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問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

掲載内容は変更になる場合があります。
最新情報はホームページをご確認ください。

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

（
令
和
６
年
度
決
算
）を
公
表
し
ま
す

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
決
算
に
基
づ

く
実
質
的
な
赤
字
の
他
、公
社
や
第
三
セ

ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負

担
な
ど
に
よ
る
指
標（
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
）を
算
定
し
、公
表
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、財
政
健
全

化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、経
営
健

全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
の
現
状　
健
全
化
判
断
比
率
、資
金

不
足
比
率
は
、早
期
健
全
化
基
準
、経
営

健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な
状
態

で
す
が
、今
後
も
一
層
堅
実
な
財
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　 　 　　　　　　（単位：％）

指標名 Ｒ６年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

参　考
Ｒ５年度 Ｒ４年度

❶実質赤字比率 ―
（△4.09） 12.７3 20.00 ―

（△2.31）
―

（△4.75）
❷連結実質赤字
　比率

―
（△12.62） 17.73 30.00 ―

（△10.00）
―

（△12.28）
❸実質公債費比率 ９.7 25.0 35.0 9.1 9.2
❹将来負担比率 5.6 350.0 1.2 6.5

（表２）資金不足比率　　　　　　　  （単位：％）
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業会計 ― （△１29.0） 20.0

下水道事業会計 ― （△66.2） 20.0

※�資金不足が生じていな
いため「－」で表示し、
参考に法適用企業会
計の資金剰余の比率を

「△」で示しています

　
年
末
調
整
事
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
、説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。要
予
約
。

と　
き　

▼
11
月
17
日
㈪　
午
後
２
時
～
4
時

▼
11
月
18
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
菊
池
税
務
署

定　
員　
各
25
人

申
込
期
限　
11
月
12
日
㈬

問
●申
菊
池
税
務
署　
☎（
25
）２
１
２
４

年
末
調
整
説
明
会

秋
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
た
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
未

登
録
犬
の
飼
い
主
や
新
た
に
犬（
生
後
91

日
以
上
）を
飼
い
始
め
た
人
は
、登
録
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
済
み
の

人
は「
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
等
の
ご
案

内
」の
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き・と
こ
ろ　
11
月
15
日
㈯

❶
午
前
８
時
30
分
～
9
時　
　
七
城
支
所

❷
午
前
９
時
30
分
～
10
時　
　

 

泗
水
支
所

❸
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分 

旭
志
支
所

❹�

午
前
11
時
20
分
～
11
時
50
分 

市
本
庁
舎

料　
金　
（
１
匹
当
た
り
）

▼
登
録
料　
３
千
円

▼
集
合
注
射
料　
３
３
０
０
円

※
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
０
０
円
含
む

そ
の
他　
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

た
際
は
、証
明
書
を
環
境
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
ま
で
持
参
し
、注
射
済
票

交
付
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

　
各
支
所
市
民
生
活
課

新
規
農
業
就
業
奨
励
金
・

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す

❶
新
規
農
業
就
業
奨
励
金　
地
元
区
長
に

連
絡
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
額　
30
万
円
（
う
ち
10
万
円
分
は

市
内
共
通
商
品
券
）

申
請
期
限　
12
月
19
日
㈮
必
着

条　
件　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ

と
▼
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
▼

新
た
に
農
業
に
就
業
し
、
令
和
７
年
4
月

1
日
に
お
け
る
年
齢
が
満
45
歳
未
満
の
人

▼
農
業
生
産
を
主
と
し
、
農
作
業
従
事
日

数
が
年
間
２
５
０
日
以
上
か
つ
年
間
2
千

時
間
以
上
見
込
ま
れ
る
人
▼
過
去
に
新
規

農
業
就
業
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
▼
就
農
か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な

い
人
▼
新
規
参
入
者
に
つ
い
て
は
、
就
農

後
2
年
を
経
過
し
、
定
着
可
能
な
人
▼
市

税
な
ど
の
未
納
が
な
い
こ
と
▼
本
市
農
業

の
担
い
手
と
し
て
率
先
努
力
し
、
営
農
確

立
に
努
め
る
人
▼
交
付
を
受
け
た
年
か
ら

起
算
し
て
5
年
間
は
毎
年
度
、
就
農
状
況

報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

※�

交
付
決
定
の
日
か
ら
5
年
以
内
に
農
業

を
辞
め
た
場
合
は
返
還
が
必
要
で
す

❷
結
婚
祝
い
金　
認
定
新
規
就
農
者
も
し

く
は
認
定
農
業
者
ま
た
は
、
認
定
農
業
者

の
親
族
の
農
業
に
従
事
し
、
農
業
で
生
計

を
立
て
て
い
る
人
が
結
婚
し
た
場
合
は
、

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。

結
婚
祝
い
金
額　
５
万
円
（
全
額
市
内
共

通
商
品
券
）

問
●申
農
政
課　
☎（
25
）７
２
２
１

　
各
支
所
市
民
生
活
課

※�

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す

❶�

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
、財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

❷�

連
結
実
質
赤
字
比
率　
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

❸�

実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
な

ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

❹�

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
借
入
金（
地
方
債
）や
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど
の
、

現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど

う
か
を
示
し
ま
す
。

※
資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で
す

資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
の
資
金
不
足

を
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

問
財
政
課　
☎（
25
）７
２
０
２

 

【問い合わせ先】
税務課固定資産税係　 　☎（25）7207
保険年金課国民健康保険係 ☎（25）7218

口座振替を利用している人は、１1
月25日㈫に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

１1月の「税」の納期限
１2月１日㈪

国民健康保険税第5期
固定資産税第４期

税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や
役
割
、

税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
11
月
11
日
～
17
日

を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
広
報

広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
週
間
に

合
わ
せ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
し
て
い
ま

す
。各
地
で
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
で
す
。

問
国
税
庁

　
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

　
（
00
）５
９
０
１

ホームページ

　
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た

め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。
災
害
や
緊
急
時
に
備
え

て
、ぜ
ひ
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

問
●申
菊
池
広
域
連
合

　
消
防
本
部

　
☎
０
９
６

　
（
２
３
２
）９
３
３
１

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、今
年

度
、健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
年
齢
や
料
金
な

ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

※
午
前
９
時
ま
た
は
９
時
30
分
受
け
付
け

※
12
月
４
日
㈭
と
㈯
㈰
除
く

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

内　

容　

基
本
健
診
、肺
が
ん
検
診
、腹

部
超
音
波
検
診
、乳
房
超
音
波
検
診
な
ど

申
込
方
法　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
に
電

話
ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限　
11
月
20
日
㈭

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

簡
易
複
合
健
診

ホームページ

ホームページ

❶ �専用アプリケーション「トヨタシェア」
をダウンロードし、登録。

❷�アプリから予約。
❸�車の鍵の開閉やエンジンの起動は

スマートフォンで行い、車を利用。
❹�もとの場所へ車を返却。ガソリン給油は不要。

本庁舎正面玄関付近
専用駐車場

【問い合わせ先】 熊本ダイハツ販売㈱
■ 地域創生支援G ☎096（354）0066
■ 菊池店 ☎0968（25）1178

※燃料代、自動車保険料込み
※�支払方法はアプリケーショ

ンからクレジット決済のみ

ダウンロード

市ホームページ

【車種】タント ウェルカムシートリフト
４人乗り軽自動車で、助手席が回転・スライ
ド・昇降します。熊本ダイハツ菊池店が定
期的な点検や清掃・除菌を実施します。
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費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎（25）1000
旭志支所　☎（25）3330
泗水支所　☎（25）2001

菊池市の市外局番
0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　
申
請
か
ら
工
事
の
完
了
ま
で
３
カ
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
浄
化
槽

本
人
が
対
応
す
る
部
分

❶
ト
イ
レ
の
水
洗
便
器
購
入
費
お
よ
び
改

造
費・水
道
工
事
費 
❷
ト
イ
レ・台
所・風

呂
場
な
ど
か
ら
浄
化
槽
ま
で
の
配
管
工
事

費
お
よ
び
浄
化
槽
か
ら
排
水
先
ま
で
の
配

管
工
事
費 

❸
浄
化
槽
設
置
場
所
お
よ
び

工
事
車
両
搬
入
出
路
に
お
け
る
支
障
物
除

去
費
な
ど 

❹
駐
車
場
対
応
な
ど（
特
殊
工

事
）に
係
る
工
事
費

設
置
に
伴
う
負
担
金（
設
置
時
の
み
）

▼
５
人
槽（
延
床
面
積
1
３
０
平
方
㍍
以

　
下
）８
万
８
千
円

▼
７
人
槽（
延
床
面
積
1
３
０
平
方
㍍
を

　
超
え
る
）　
10
万
２
千
円

浄
化
槽
と
公
共
ま
す
の
設
置

申
請
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

▼
10
人
槽（
浴
室
お
よ
び
台
所
が
2
カ
所

　
以
上
）　
12
万
９
千
円

月
の
使
用
料
金（
人
頭
制
）

▼
一
般
住
宅

・
基
本
料　
２
２
０
０
円（
1
戸
）

・
世
帯
員
割　
５
５
０
円（
１
人
当
た
り
）

▼
集
会
所・公
民
館

・
基
本
料　
１
１
０
０
円（
１
戸
）

自
己
負
担
と
な
る
費
用

▼
駐
車
場
対
応
で
は
な
い
浄
化
槽
で
車
な

ど
の
乗
り
上
げ
に
よ
り
破
損
し
た
場
合
の

補
修
・
漏
水
修
繕
費
用
▼
使
用
水
量
の
過

多
や
不
適
正
な
使
用
に
よ
る
追
加
の
清
掃

費
用
▼
浄
化
槽
設
置
後
、無
断
で
改
造
し

た
り
、上
部
に
構
造
物
を
造
り
維
持
管
理

に
支
障
を
き
た
し
た
り
し
た
場
合
の
撤
去・

原
状
復
旧
費
用

次
の
場
合
は
浄
化
槽
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

▼
集
合
排
水
区
域
内（
下
水
道
な
ど
）▼
飲

用
の
井
戸
か
ら
５
㍍
以
上
離
れ
て
い
な
い

場
合
▼
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場

合（
必
ず
関
係
者・国・県・市
道
管
理
者
と

協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
）

■
公
共
ま
す

　

現
在
、集
合
排
水（
下
水
道
な
ど
）区
域

に
お
け
る
、公
共
ま
す
の
設
置
は
市
が
工

事
を
行
う
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
内
工
事
申
請
期
限

令
和
８
年
１
月
16
日
㈮

※��

令
和
８
年
１
月
19
日
㈪
以
降
の
受
け
付

け
分
は
令
和
８
年
度
の
工
事
に
な
り
ま

す
問
●申
下
水
道
課　
☎（
25
）７
２
４
４

　

平
成
16
年
11
月
1
日
の｢

家
畜
排
せ
つ

物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律｣

（
家
畜
排
せ
つ
物
法
）本
格

施
行
を
機
会
に
、県
で
は
11
月
を
畜
産
環

境
月
間
と
定
め
て
、畜
産
環
境
保
全
に
努

め
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

畜
産
業
で
は
、家
畜
排
せ
つ
物
を
適
正

に
管
理
す
る
こ
と
は
義
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
畜
排
せ
つ
物
法
だ
け
で
な
く
、関

係
法
令
を
遵
守
し
、地
域
に
理
解
さ
れ
る

畜
産
経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
政
課　
☎（
25
）７
２
２
１

11
月
は
畜
産
環
境
月
間

　
Ｊ
Ａ
菊
池
で
は
、市
内
の
一
部
の
中
山

間
地
域
や
公
共
交
通
機
関
が
減
少
し
て

い
る
地
域
な
ど
で
、買
い
物
に
困
っ
て
い

る
人
へ
の
支
援
策
と
し
て
、移
動
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
㈪
～
㈮
ま
で
移
動
販
売

車「
き
く
ち
の
ま
ん
ま
Ｇ
Ｏ
」が
地
域
で

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　
販
売
エ
リ
ア
を
広
げ
、よ
り
多
く
の
人

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、ド
ラ
イ
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
Ａ
コ
ー
プ
旭
志
店
☎（
37
）２
９
１
５

移
動
販
売
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
募
集

募
集

働
し
て
い
る
▼
母
が
出
産
予
定
ま
た
は
１

歳
未
満
の
下
の
子
ど
も
を
家
庭
保
育
し
て

い
る
▼
病
気
や
け
が
、障
が
い
が
あ
る
▼

同
居
の
親
族
を
介
護・
看
護
し
て
い
る
▼

求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る（
入
所
後
３
カ

月
以
内
の
就
労
が
条
件
）

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

そ
の
他　
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、第
１

希
望
に
入
所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
在
籍
し
て
い
る

保
育
所
で
書
類
を
受
け
取
り
、保
育
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
認
定
こ
ど
も
園・幼
稚
園
】

受
付
期
限　
11
月
4
日
㈫
～
28
日
㈮

　

願
書
受
け
付
け
後
、入
園
内
定
を
受
け

た
人
に
園
を
通
じ
て「
支
給
認
定
申
請
書
」

を
送
付
し
ま
す（
申
請
書
は
園
に
提
出
）。

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

願
書
提
出
先　
入
園
し
た
い
園（
菊
池
み

ゆ
き
こ
ど
も
園・双
羽
幼
稚
園・菊
池
幼
稚

園
）へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

開
始
時
期
は
園
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
入
園
し
た
い
園
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合

　

現
在
在
籍
し
て
い
る
園
で「
支
給
認
定

申
請
書
」を
受
け
取
り
、園
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

■対象施設一覧（順不同）
名　称 電話番号 経営

菊之池保育園 （25）3304 公立花房保育園 （25）3223
菊池第２さくら幼楽園 （25）2918

私立

菊池幼楽園 （25）3035
ルンビニ保育園 （25）3236
あすなろ保育園 （23）4006
菊池ひかり保育園 （25）3419
菊池さくら保育園 （24）3880
菊池乳児保育園 （24）3848
砦保育園 （25）2270
加茂川保育園 （25）3208
清泉保育園 （26）4070
北合志保育園 （37）2809
新明保育園 （37）3126
川辺保育園 （37）2438
泗水東保育園 （38）3350
富原保育園 （38）2252
吉富保育園 （38）3795
田島保育園 （38）2802
福本保育園 （38）4651
菊池みゆきこども園 （25）3602
双羽幼稚園 （24）0467
菊池幼稚園 （25）4458
泗水幼稚園 （41）8760

　

令
和
８
年
4
月
1
日
㈬
か
ら
保
育
所・

認
定
こ
ど
も
園・
幼
稚
園
へ
新
規
に
入
所

を
希
望
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
】

受
付
期
限　
11
月
4
日
㈫
～
28
日
㈮

必
要
書
類　
▼
入
所
申
込
書（
支
給
認
定

申
請
書
）▼
父
母・同
居
の
祖
父
母
の
就
労

証
明
書
な
ど（
60
歳
以
上
の
人
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）▼
保
育
所
入
所
に
関
す
る
確

認
票（
同
意
書
）

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

入
所
基
準　
▼
１
カ
月
に
64
時
間
以
上
労

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
就
学
困
難

な
人
に
対
し
て
、奨
学
金
貸
付
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
申
請
資
格
や
選
考
方
法

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
指
定
書
類
を
申
請
期
間
内
に

学
校
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
12
月
15
日
㈪
～
令
和
８
年
1

月
30
日
㈮

選
考
方
法　
市
奨
学
資
金
奨
学
生
選
考
委

員
会（
２
月
開
催
予
定
）で
審
議
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

※�

返
還
の
主
債
務
者
は
奨
学
生
本
人
で

す
。
貸
し
付
け
す
る
際
に
、奨
学
生
本

人
に
も
奨
学
金
に
つ
い
て
伝
え
ま
す
の

で
、本
人
も
同
意
の
う
え
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

問
●申
学
校
教
育
課

　
☎（
25
）７
２
３
０

学校種別 入学一時金
（入学時１回限り）

奨学金
（月額）

公立高校
（高等専門学校含む） 10万円

以内

1万8千円

私立高校 3万円

国公立（短期）大学
公立専門（専修）学校 4５万円

以内

4万４千円

私立（短期）大学
私立専門（専修）学校 5万3千円

菊
池
市
奨
学
資
金
の

奨
学
生
を
募
集

ホームページ

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
ご
案
内

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、教
科
書
代
が

必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本（
合

志
市
須
屋
２
５
０
５
‐
３
）　

訓
練
科
目　
▼
溶
接
加
工
科
▼
電
気
設
備

サ
ー
ビ
ス
科
▼
生
産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
科
▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
▼
ビ
ル
設
備

サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
間　
11
月
4
日
㈫
～
27
日
㈭

実
施
期
間　
令
和
８
年
１
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　
～
６
月
26
日
㈮

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

移
動
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す

　

県
で
は
、平
成
24
年
に
菊
池
地
区
の
都

市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
た「
菊

池
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

菊
池
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
の
住
民
説
明
会

「
み
つ
め
る
、み
と
め
る
」

熊
本
県
人
権
月
間

　
11
月
10
日
㈪
～
12
月
10
日
㈬
は
県
人
権

月
間
で
す
。
期
間
中
は
人
権
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、県
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、

パ
ネ
ル
展
や
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

問
県
人
権
同
和
政
策
課　

　
☎
０
９
６

　
（
３
３
３
）２
２
９
９

ホームページ

　

市
は
、㈱
サ
ン
リ
ブ
と
菊
池
市
営
住
宅

管
理
共
同
企
業
体
と
移
動
販
売
に
よ
る
買

物
支
援
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

移
動
販
売
車「
と
く
し
丸
」が
、菊
池

（
一
部
地
域
を
除
く
）七
城
・
泗
水
地
区
を

巡
回
し
て
、生
鮮
食
品
や
日
用
品
な
ど
を

届
け
に
行
き
ま
す
。電
話
で
申
し
込
む
と
、

家
の
前
で
見
て
選
ん
で
買
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。会
費
も
登
録
料
も
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
●申
マ
ル
シ
ョ
ク
泗
水
店

　
☎（
38
）３
８
５
５

策
定
し
て
い
ま
す
。
策
定
後
の
人
口
減
少

や
高
齢
社
会
、豪
雨
な
ど
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、プ
ラ
ン
の
改
定

を
進
め
て
お
り
、素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
26
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
県
北
広
域
本
部
別
館

　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

問
県
北
広
域
本
部
技
術
管
理
課

　
☎（
25
）２
１
６
５
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イ
ベ
ン
ト

■�

ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　
基
本
の
フ
ォ
ー
ム
や
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

し
な
が
ら
、楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。

と　
き　
12
月
６
日
㈯

　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

集
合
場
所　
七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

定　
員　
30
人（
先
着
順
）

持
参
品　
室
内
用
運
動
靴
、汗
拭
き
タ
オ

ル
、飲
み
物

申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

■�

減
塩
だ
け
は
も
う
古
い
!? 

～
今
日
か

ら
始
め
る
～ 

新・高
血
圧
対
策
～

　

塩
分
と
野
菜
の
摂
取
バ
ラ
ン
ス「
ナ
ト

カ
リ
比
」を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　
き　
12
月
15
日
㈪

　
　
　
　
午
後
2
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
　
　
　
大
会
議
室

参
加
費　
２
０
０
円

定　
員　
20
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
11
月
28
日
㈮

対　
象　
市
内
在
住
の
人

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
優
先
し
ま
す

申
込
⽅
法　
▼
申
込
用
紙
を
菊
池
養
生
園

保
健
組
合
に
提
出
▼
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
41
）８
９
９
５

菊
池
養
生
園
講
座

参
加
者
募
集

ホームページ

　
盆
石
は
自
然
石
と
白
砂
で
黒
い
盆
上
に

風
景
を
描
く
日
本
の
伝
統
文
化
で
す
。
静

寂
な
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

と　
き　
11
月
23
日
㈰
㈷
～
30
日
㈰

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

休
館
日　
毎
週
㈪　
※
㈷
の
場
合
は
翌
日

問
文
化
課　
☎（
41
）７
５
１
５

細
川
流
盆
石

（
白
と
黒
の
世
界
）展

　
紅
葉
が
色
づ
く
菊
池
神
社
と
菊
池
公
園

の
文
学
碑
を
、プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

巡
り
ま
す
。
自
然
と
歴
史
が
息
づ
く
菊
池

菊
池
本
城
と
文
学
碑
コ
ー
ス

散
策
ツ
ア
ー

講
演・講
習・教
室

　
今
回
は
、市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
合

同
企
画
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
介
護
を

し
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、誰
で
も
参
加

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

　
講
座
修
了
後
は
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
登
録
し
、地
域
の
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
へ
の
支
援
活
動
に
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
修
了
し
た
人

と
き・テ
ー
マ

❶�

11
月
20
日
㈭ 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

「
認
知
症
予
防
や
認
知
症
の
人
と
楽
し

む
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」

❷���

11
月
27
日
㈭ 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
「
認
知
症
を
理
解
す
る 

～
医
療
か
ら
み

　
る
認
知
症
ケ
ア
～
」

❸�

12
月
４
日
㈭ 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て 

～
認
知
症
の

人
と
そ
の
介
護
者
を
支
え
る
ケ
ア
～
」

❹�

12
月
９
日
㈫ 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

「
認
知
症
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み
と
、

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
」

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

申
込
期
限　
11
月
13
日
㈭

問
●申
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

予
約
制
に
よ
る
納
付
相
談

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
平
日
昼
間
に
市
税
や
保
険
料
な
ど
の
納

付
に
つ
い
て
相
談
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

予
約
制
に
よ
る
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
あ
っ
た
場
合
開
設

予
約
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

そ
の
他　
市
税
や
保
険
料
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
●申
債
権
管
理
課
徴
収・

　
相
談
係

　
☎（
25
）７
２
０
８

専用フォーム

　
南
北
朝
期
60
年
間
は
全
国
的
に
合
戦
の

時
代
と
な
り
、一
次
史
料
や
後
世
の
軍
記

物
に
多
く
の
城
郭
が
登
場
し
ま
す
。

　
南
北
朝
時
代
に
存
在
し
た
北
部
九
州
の

城
郭
か
ら
、当
時
の
合
戦
で
城
郭
や
陣
が

北
部
九
州
中
近
世
城
郭
研
究
会

２
０
２
５
研
究
大
会

遊
ぼ
う・学
ぼ
う

児
童
セ
ン
タ
ー

■
11
月
の
内
容

❶�

親
子
体
操（
要
申
し
込
み
）

❷�

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び（
楽
器
遊
び
や
お

は
な
し
会
な
ど
）

❸
す
く
す
く
タ
イ
ム（
11
月
誕
生
会
）

❹�

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
講
習
会（
要
申
し
込

み
）

と　
き

❶
１
日
㈯　
❷
15
日
㈯　
❸
27
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～　

❹
１
日
㈯・8
日
㈯・15
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
3
時
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　

❶
❷
❸
未
就
学
児
と
保
護
者　
❹
小
学
生

■
ク
リ
ス
マ
ス
会

と　
き　
12
月
13
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者
、小
学
生

問
●申
児
童
セ
ン
タ
ー　
☎（
24
）３
４
７
２

相
談

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
事
業
承
継
の
相
談
を
受

け
ま
す
。要
予
約
。先
着
順
。

と　
き　

�

11
月
19
日
㈬
・
12
月
24
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
小
研
修
室
２

相
談
員　
椎し

い

名な

岳た
け

雄お

特
任
経
営
指
導
員

問
●申
市
商
工
会　

　
☎（
25
）１
１
３
１　

専用フォーム

返
せ
な
い
借
金
な
ど
で

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

九
州
財
務
局
で
は
、専
門
の
相
談
員
が

借
金
の
返
済
な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
無
料

で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

本
人
や
家
族
の
希
望
を
踏
ま
え
て
、債

務
整
理
方
法
や
生
活
再
建
の
た
め
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
な
ど
、必
要
な
情
報

提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
九
州
財
務
局

　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
９
６（
３
５
１
）０
１
５
０ホームページ

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　

夫
や
妻
、恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、性
別
に
よ
る

不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に

　
認
知
症
や
も
の
忘
れ
に
つ
い
て
の
悩
み

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、専
門
の
医
師
や
職

員
に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
要

予
約
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
25
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

　

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、委
託
業
務
、物
品
購
入
な
ど
の
入

札
に
参
加
希
望
す
る
事
業
者
の
入
札
参
加

資
格
申
請
の
追
加
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
８
年
７
月
１
日
㈬
～
令
和
９
年
６
月

30
日
㈬

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈰

申
込
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
財
政
課

　
☎（
25
）２
０
１
６

令
和
７・８
年
度
入
札
参
加

資
格
申
請
の
追
加
受
け
付
け

ホームページ

対
す
る
相
談（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）を

受
け
ま
す
。要
予
約
。

と　
き　
11
月
19
日
㈬　
※
要
予
約

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
舎

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル

ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
Ⓜdanjo@

city.

　
　

kikuchi.lg.jp

で
き
ま
す
。要
申
し
込
み
。

と　
き　
11
月
26
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館

演　
題　
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　
　
　
た
め
に

講　
師　
（
一
社
）熊
本
県
精
神
保
健
福
祉

会
連
合
会
理
事　
村む

ら
上か
み
泰や
す
幸ゆ
き
さ
ん

問
●申
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

ど
ん
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
か
考
え
ま
す
。

と　
き　

❶
見
学
会　
11
月
29
日
㈯

　
午
後
1
時
～
5
時

❷
研
究
報
告　
11
月
30
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

と
こ
ろ　
❶
隈
府
周
辺 

❷
中
央
公
民
館

参
加
費　
❶
５
０
０
円 

❷
２
５
０
０
円

定　
員　
❶
な
し 

❷
90
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
、メ
ー
ル

申
込
期
限　
11
月
16
日
㈰

問
●申
北
部
九
州
中
近
世
城
郭
研
究
会

　
☎
０
９
０（
１
９
２
７
）

　
　
５
８
５
８

　
Ⓜ2025kum

am
oto

　
　

kikuchitaikai@
gm

ail.com

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
世
界
で
癒
や
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
～
11
月
９
日
㈰

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
9
時

※
最
終
入
場
午
後
８
時
20
分

と
こ
ろ　
菊
池
渓
谷

入
場
料　
千
円（
中
学
生
以
上
）

※
維
持
管
理
協
力
費
と
駐
車
場
代
含
む

問
観
光
振
興
課　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
池
渓
谷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
伝
統
あ
る
能
場

を
舞
台
に
、数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

マ
ル
シ
ェ
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、隈

府
の
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
め

ま
す
。（
関
連
28
㌻
）

と　
き　
11
月
22
日
㈯
午
後
５
時
～
９
時

と
こ
ろ　
菊
池
松
囃
子
能
場
周
辺

問
観
光
振
興
課　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
池
の
し
ら
べ
２
０
２
５

～
黄
昏
夜
市
～

専用フォーム専用フォーム

の
良
さ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
23
日
㈰
㈷

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
集
合
時
間　
午
前
９
時
30
分

集
合
場
所　
菊
池
観
光
協
会

参
加
費　
千
円（
お
茶
、資
料
代
含
む
）

定　
員　
20
人

申
込
期
限　
11
月
17
日
㈪

問
●申
菊
池
観
光
協
会　
☎（
25
）０
５
１
３
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

vol.135

市内３高校の魅力を伝えます！

　

２
学
期
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

�

現
場
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

９
月
・
10
月
は
２
年
生
が
現
場
実
習
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
場
実
習
は
県
内
の
農
家
に
４
泊
５
日

で
実
習
に
励
み
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は

企
業
や
事
業
所
な
ど
で
５
日
間
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。

�
全
国
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
西
関
東
大
会

　

10
月
下
旬
に
は
全
国
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
西
関
東
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か

ら
は
県
代
表
と
し
て
７
人
の
生
徒
が
参
加

し
ま
し
た
。

�

菊
農
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

11
月
15
日
㈯
は
菊
農
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
実
施
し
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
発
表

や
生
活
文
化
科
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
す
。

農
場
開
放
祭

　

11
月
16
日
㈰
は
毎
年
大
盛
況
の
農
場
開

放
祭
で
す
。
今
年
も
生
徒
た
ち
が
心
を
込

め
て
作
り
育
て
た
農
産
物
や
製
品
を
販
売

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

社会人・職業人の基盤となる社会性と自己指導能力を育成する
【問い合わせ先】 ☎0968（38）2621

�

菊
池
高
校
×
最
新
技
術

　

～
地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る
～

　

本
校
で
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

新
し
い
学
び
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）・Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）に
よ
る
地
域
の
魅
力
発
信
な

ど
、
文
系
・
理
系
の
枠
を
越
え
た
挑
戦
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

8
月
26
・
27
日
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院

の
山や

ま

崎さ
き

俊と
し

彦ひ
こ

教
授
と
増ま

す

田だ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
を

迎
え
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
講
義
で
は「
生
成
Ａ
Ｉ
」の
研
究

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
2
日
目
は「
菊

池
市
の
魅
力
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
と

先
生
が
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。
市
役
所
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
、
真
剣
勝
負
の
末
、
生
徒
と
職
員
の

両
チ
ー
ム
が
同
点
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、大
学
や
地
域
と
協
力
し
、若
い

力
で
菊
池
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
す
。

努力の汗を流し、夢を実現する菊池高校
【問い合わせ先】 ☎0968（25）3175

豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
９
月
13
日
）

　

八
代
市
鏡
町
へ
災
害

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
ま
し
た
。
令
和
2

年
の
豪
雨
災
害
で
毎
月

通
っ
た
生
徒
た
ち
は
卒

業
し
て
い
ま
す
が
、
メ

ン
バ
ー
は
変
わ
っ
て
も

「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
で
力
を
尽
く
す
」
と
い
う
思

い
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
大
学（
９
月
18
日
）

　

毎
年
恒
例
の「
菊
池
さ
わ
や
か
大
学
」が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

指
先
の
運
動
と
集
中
力
を
養
う「
ビ
ー
ズ

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
」と
、世
代
を
超
え
て

盛
り
上
が
る「
Ｕ
Ｄ-

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」を
実
施
。

ど
ち
ら
も
、
高
校
生
と
参
加
者
が
和
や
か

に
交
流
し
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
会
話
と

笑
い
声
で
包
ま
れ
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
国
際
交
流（
９
月
25
日
）

　

市
内
で
働
く
外
国
人
の
実
習
生
と
本
校

生
徒
を
対
象
に
し
た
交
流
型
の「
外
国
人

の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
」
を
本
校
体
育

館
を
会
場
に
、菊
池
国
際
交
流
協
会
・
県
警

察
本
部
・
菊
池
警
察
署
・
菊
池
自
動
車
学
校

と
本
校
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

や
さ
し
い
日
本
語
を
使
用
し
、実
演
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
研
修
。
高
校
生
と
外
国

人
と
の
グ
ル
ー
プ
作
業
で
は
、生
徒
た
ち
は

「
伝
え
方
を
工
夫
す
れ
ば
、言
葉
の
壁
を
越

え
ら
れ
る
」こ
と
を
体
感
し
、国
際
交
流
の

意
義
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。（
関
連
28
㌻
）

We can make our own future ー未来は自分でつくるー
【問い合わせ先】 ☎0968（25）3032

昨年の農場開放祭

昨年の現場実習

最先端の研究や技術を学べた貴重な時間でした

今月は３校それぞれの取り組
みや活動など、２学期の生徒
の様子を紹介します。

　「七城の自慢は？」と聞くと、児童はほぼ全員「お
米です！」と答えます。全校で行う田植えは猛暑のた
め中止となりましたが、５年生は毎日学校田に行き、
草やタニシ、水路のごみを取ったり、苗の様子を観
察したりと学校田を管理。夏休みは４年生や地域の
皆さんにも手伝ってもらい、交代で世話を続けました。

7月～10月
年もみんなで七城自慢の米作り今

七城小学校

㊨５年生手作りのかかし。愛情込めて作りました。雨不足で水が減
って心配しましたが、すくすく育ち、10月に稲刈りを行いました

　４～６年生は地域の皆さんに教えてもらいながら
クラブ活動に取り組んでいます。自分の好きなこ
とや興味のあることに挑戦する中で、地域の人との
つながりを実感できるのが大きな魅力です。絵は
がきや生け花、囲碁・将棋、竹細工、絵本作りなどは、
児童たちに人気でみんな楽しんで活動しています。

９月～
んな熱中！ 特色あるクラブ活動み

泗水小学校

㊧生け花クラブ。たくさんの草花を準備してもらい、思い思いの
作品が完成 ㊨絵はがきクラブ。墨でバナナの下絵を描きました

　昨年度は創立１５０周年を迎え、たくさんの皆さん
の支えを感じた１年間となりました。今年度は、一
歩前進し、地域貢献活動を進めています。３年生は
地域の神楽保存会の指導の下、田島菅原神社の神
楽を練習。また、地域のために自分たちができるこ
とを考え、実践する「田島プロジェクト」も進行中です。

９月～
域のためにできること地

泗水西小学校

㊧神楽は１1月の「友情の森フェスティバル」で披露予定 ㊨田島プ
ロジェクトでは、学校や周辺の魅力化などに取り組んでいます

菊池南中学校
域の皆さんから学ぶ喜び地９月26日

㊨環境委員会は、飛鳥時代から染料として大切にされてきたムラ
サキを栽培。地域の皆さんのおかげで、種の収穫までできました

　本校では、授業や委員会活動で地域と関わりなが
ら学ぶことを目指しています。図書委員会では、地
域の皆さんから、本の選び方や相手に合わせた読
み方など、実演を取り入れながら教えてもらいまし
た。生徒たちは感謝の言葉を伝え、交流を深めまし
た。今後も地域に貢献できる活動を広げていきます。

旭志中学校
年以上続く伝統のファームステイ30

地域の支えで継続できているファームステイは学校の誇りです。
この経験を今後の学校生活や人生に生かすことを期待しています

　JA 青年部や農家の皆さんの協力の下、１年生が
ファームステイを実施しました。生徒たちは働くこ
との楽しさや厳しさを実感。貴重な２日間となりまし
た。3年生は11月7日㈮の旭志フェスで発表する「ほ
たる夜想曲」や「円通寺太鼓」の練習に励んでいます。
地域の皆さんへ感謝の気持ちを込めて披露します。

９月24・25日、他
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。まちの話題

寺田さんは、「今後も大きな大会が控えているので、結果を残せるよ
うに頑張りたい」と話しました

　菊池高校2年生の寺田智香さんが、８月２～５日に広島県
福山市で開催された全国高等学校総合体育大会ローイン
グ競技大会女子シングルスカルに出場し、見事優勝を果た
しました。

寺
てら

田
だ

智
とも

香
か

さんがインターハイで優勝
９月10日　菊池高校ボート部

5月30日にマスコットキャラクター「ぽすくま」の絵本が発行され、市
内小学校に寄贈されています

　第２さくら幼楽園の園児たちが菊池郵便局を見学しまし
た。郵便局をより身近に感じてもらうために企画され、マス
コットキャラクターの「ぽすらいむ」と「ぺんこあら」も登場し、
園児たちは楽しく見学を行いました。

園児が郵便局を見学
８月29日　菊池郵便局

千畳河原で除草作業をする市建設業協会の皆さん。同協会は会員
が毎年ボランティアで市内各所の一斉美化作業を行っています

　市建設業協会に加入している74社・約140人が、市内の
各所で美化作業を実施。観光スポットにもなっている千畳河
原や豊潤橋、合志川の河川敷などの雑草を刈払い機で刈り
取りました。

市内各地域で除草ボランティア
９月12日　菊池市建設業協会

優勝したYu-chansの皆さん

　菊池公園多目的グラウンドで、12チームが頂点を目指し
ました。開催期間中は天候に恵まれ、出場選手たちは白熱
した試合を繰り広げ、「Yu-chans」が優勝を果たしました。
準優勝は「鮮魚のこが」でした。

白熱した大人の戦い
９月２日～９日　熊日旗菊池市民ナイター野球大会

市建設業協会青年部は、建設業協会内で若手の交流を推進するた
めに、令和６年に組織されました。

　市建設業協会青年部が、夏休み明けの小中学生の下校
を見守る「交通安全パトロール」を実施しました。市役所本
庁舎で出発式の後、学校の正門前や子どもたちのとおりが
多い交差点など市内各所に分かれて、２日間行われました。

子どもたちの安全を願って
８月27日　市建設業協会青年部

江
え

頭
がしら

実
みのる

市長と音
おん

光
こう

寺
じ

以
い

章
しょう

教育長へ報告後、市役所ロビーで「108歳
まで」（アカペラ）を披露しました

　菊池南中学校合唱部が、8月2日に熊本市で開催された第
75回熊本県合唱コンクール（兼）第80回九州合唱コンクー
ル熊本県大会と、9月13日に大分市で開催された第80回九
州合唱コンクールに出場し、見事金賞を受賞しました。

県と九州の合唱コンクールで金賞
９月１０日　菊池南中学校合唱部

　ふるさと創生市民広場で、きくち盆踊りが開催されました。
神奈川県鎌倉市から移住した村

むら

上
かみ

牧
まき

子
こ

さん（木護）が企画し、
今年で４回目。鮮やかな浴衣を着た参加者たちが、輪になっ
て踊りを楽しみました。ステージでは、菊池女子高校の生徒

みんなが輪になり、笑顔あふれた盆踊り
８月３０日　きくち盆踊り

神事が行われた後に神楽が奉納され、太鼓1人、笛1人、舞人4人で、
3つの舞が披露されました

　矢護神社で市無形民俗文化財に指定されている「湯舟神
楽」が行われました。矢護神社は、鎮

ちん

西
ぜい

八
はち

郎
ろう

為
ため

朝
とも

が祭神を
祀ったといわれています。内部には「源平合戦図」の絵馬数
枚が飾られています。

湯舟神楽が奉納されました
９月14日　矢護神社（湯舟）

菊池農業高校の古
ふる

嶌
しま

翔
しょう

さんは「菊池のいろいろな場所でアサギマダ
ラを見られるのが楽しみです」と話しました

　子どもの未来を考える会の皆さんと菊池農業高校の3年
生4人が、菊池公園の十月桜エリアにアサギマダラの餌とな
るフジバカマを300株植えました。同会の菊池公園花いっ
ぱい運動の一環で、この取り組みは今年で3年目です。

アサギマダラ（チョウ）を呼ぼう
９月９日　子どもの未来を考える会

㊤整備された備品 ㊨ステージ
は８月16日に行われた伊坂区
納涼まつりで活用されました

　地域社会の健全な発展を図ることを目的としたコミュニ
ティ助成事業により、伊坂区に公民館備品（アルミステージ
など）が整備されました。整備した備品は、地区のイベント
などに活用でき、コミュニティ活動の活性化が期待されます。

宝くじの助成金で公民館備品を整備
８月７日　宝くじ助成金事業

による白龍音頭や本
ほん

條
じょう

秀
ひで

咲
さき

会による三味線演奏などが披露
されました。屋台の出店もあり、来場者はおいしい料理に舌
鼓を打ちながらイベントを満喫していました。村上さんは「参
加者みんなが楽しく輝く場所にしたい」と笑顔で話しました。

講話後にはバドミントン部の児童
や先生と実戦。児童らはプロの力
を間近で見ることができました

　世界で活躍するバドミントン選手の田中湧士さんが、母校
の隈府小学校で、４～６年生に向けて講話を行いました。田
中さんは「チャンスはどこにでもある。それをつかむために
準備をしておくことが大事」と児童たちに伝えました。

田
た

中
なか

湧
ゆう

士
し

さんによる特別授業
７月３日　隈府小学校
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まちの話題 ※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　RKKでおなじみのまさやんと草
くさ

野
の

遥
はるか

さんを司会に迎え、
屋台やキッチンカー、セグウェイ体験、お楽しみ抽選会、
ものまねタレントショーの他、菊池のゆるキャラも登場し
ます！ 皆さまのご来場をお待ちしております。
と　き　11月８日㈯ 正午～午後４時
ところ　九州柳河精機㈱内グラウンド
　　　　（旭志川辺1106-1）
問九州柳河精機㈱ 九柳会
☎0968（37）3151

2025やながわ秋まつり

　今年もカトリック菊池教会バザーを開催します。晩秋
のひととき、菊を愛で、あなたもベトナムの食文化を体感
しませんか。ぜび、ご来場ください。
と　き　11月16日㈰ 午前11時～午後１時30分
ところ　カトリック菊池教会（菊池郵便局前）
内　容　�ベトナムの食文化（春巻き、デザート他）、掘り出

し物（子ども用品他）、スイーツ（蒸しパン、パウン
ドケーキ他）、コーヒー（シフォンケーキ付き）

問カトリック菊池教会　☎0968（25）2381

ベトナムの食文化に触れてみまんか？
バザー開催♪

　施設創立30周年を迎え、皆さまへ日頃の感謝を込め
て今年度も交流会を開催します。ステージアトラクション
や毎年恒例の豪華抽選会の他、たくさんのフードメニュー
など、楽しいイベントが盛りだくさんです。多数のご来場
をお待ちしております。
と　き　11月23日㈰㈷ 午前10時30分～午後２時30分
ところ　市社会福祉協議会 七城支所駐車場
            （七城町流川394番地1）
問七城福祉会 交流会実行委員(森

もり

、山
やま

邉
べ

)
☎ 0968（24）5210

交流会
社会福祉法人 七城福祉会 居屋敷の里

市民の広場
※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください

※�投稿を希望する人は、市ホームページの申し
込みフォームから申し込み、または申込書を
市長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

掲載申し込み
フォームは
こちらから

インスタグラム➡

　この一年の豊かな自然の恵みに感謝し、作物を育てる
労働をたたえ合い、農作物の収穫を喜び祝う地区の祭り
です。新鮮な野菜などの農作物の販売をはじめ、特産物
の展示や競り市、カラオケの他、おでんや焼き鳥などの
出店もあります。ぜひ、ご来場ください。

と　き　12月７日㈰ 午前９時～
ところ　雪野公民館
問雪野育成組合（池

いけ

辺
べ

）　☎090（3198）8466

第38回 雪野収穫祭り

と　き　12月21日㈰ 午後１時３０分～３時
ところ　大津町まちづくり交流センター
　　　　（大津町大津1189-2）
対　象　男女共45歳以下
参加費　千円（当日徴収） ※別途入会登録費3千円
募集人員　男女各５人（先着順）
必要書類　�履歴書１通、写真3枚（上半身・はがきサイズ）、

独身証明書、収入証明書
問●申認定NPO法人 はっぴぃ・はっぴぃ（中

なか

牟
む

田
た

）
☎070（2632）0160

幸せさがしの１歩をサポートします
「婚活パーティー」

　認知症予防や健康維持に役立つ、楽しいステップ運動
です。正しい姿勢へと導くエクササイズで、身体のつら
さが楽になり、活力が湧いてきます。一緒に始めませんか。
と　き　①第1・3・5㈬  ②第2・４㈬
　　　　いずれも午後１時～３時
ところ　①七城公民館 和室
　　　　②中央公民館（キクロス）
参加費　1回 千円／人（＋空調費200円）
持参品　�運動しやすい服装、タオル、飲料水
問●申山

やま

田
だ

　☎090（1515）8035

スクエア・ステップ健康倶楽部
いくつになっても、心と身体を元気に！

と　き　１１月２３日㈰㈷ 午前９時～
ところ　一心行公園パークゴルフ場
対　象　市内在住、または市内在勤の人
　　　　（初心者大歓迎です！）
参加費　１人 千円
申込期限　１１月１６日㈰
問●申菊池パークゴルフ協会事務局（山

やま

田
だ

）
☎090（3064）3991
Ⓕ0968（33）4076

第１７回菊池市民パークゴルフ大会
参加者募集

　MCにもっこすファイヤーのお二人と林
はやし

田
だ

雪
ゆき

菜
な

さんを
迎え、今、熊本で話題のシンガー嘉

か

悦
えつ

なつ美
み

さんによる
ステージイベントやひだまりマルシェ、任天堂 Switch２
などが当たる抽選会を行います。
　「サニーサイドの画家たち展 Vol.7」も
開催中！ ご来場お待ちしています。
と　き　11月15日㈯
            午前9時45分〜午後1時
ところ　サニーサイド芝生広場（泗水町南田島1791-1）
問サニーサイド　☎0968(38)4448

サニーサイド秋まつり2025

インスタグラム

同会の顧問を務める三
み

川
かわ

翔
つ ば さ

夢さん（亘）は、「若者の力で地域を盛り
上げていきたいです」と話しました

　地域密着型無料学習塾を運営するNEW STEP 実行委
員会が、8月8日に子ども家庭庁で開催された「ユースのア
クションサミット2025」に参加し、その報告会が中央公民
館で行われました。

若者の活動を報告
９月23日　NEW STEP実行委員会

能場の舞台には、きくち少年少女合唱団やふるさときくち応援大使の
舞踊団「花童＆はつ喜」などが出演しました（今月も開催。詳細23㌻）

　松囃子能場を中心とした御所通り一帯で、「菊池のしらべ」
が開催されました。まちなかのにぎわいを生み出そうと、令
和５年度から始まり、3回目の今回は「まちのたねラボきくち」
が主催し、参加者は舞台の音楽や屋台の食事を楽しみました。

まちなかで舞台や食を楽しむ
９月20日　菊池のしらべ2025～黄昏夜市～

台南市東区と本市は、令和6年11月11日に友好交流協定を締結し、
さまざまな交流を行っています

　台湾の台南市東区が、本市との友好交流協定の締結を
記念して、台南市で音楽祭を開催しました。日本からは、市
観光イメージソング「菊池の里」を歌っている佐

さ

伯
えき

陽
よう

子
こ

さん
（亘）をはじめ、約20人が参加しました。

音楽を通して交流を深める
９月27日　台南市東区・菊池市親善音楽饗宴

小川会長㊧と同村の濵
はま

砂
すな

珠
じゅ

莉
り

菜
な

さん㊥、浜
はま

砂
すな

圭
けい

佑
すけ

さん㊨。村民から
は「菊池のナシを毎年楽しみにしています」という声が聞かれました

　市の姉妹都市・西米良村と物産交流が行われました。双
方の物産を購入し合うことで交流を深めることを目的に、菊
池都市間交流の会が実施。同会の小

お

川
がわ

一
かず

雄
お

会長（富の原西）
らが、菊池産のナシ600個を西米良村に届けました。

宮崎県西米良村と物産で交流
９月19日　菊池都市間交流の会

参加者は「楽しく勉強できました。また参加したいです」「これからは
ルールを守って自転車に乗ります」と話しました（関連24㌻）

　外国人のための交通安全教室が菊池女子高校で行われま
した。交通ルールを理解してもらうとともに、生徒や地域の
人と交流を深めるため、菊池国際交流協会と同校、菊池自
動車学校、菊池警察署、熊本県警本部が共催で開催しました。

外国人と菊池女子高校の生徒が交流
９月25日　外国人のための交通安全教室

報告のため市役所を訪れた長迫さん㊧と堀田さん㊨

　８月５日から開催された第107回全国高等学校野球選手
権大会に、東海大熊本星翔高校野球部3年生の長

なが

迫
さこ

夏
なつ

輝
き

さん
（七城中出身）と堀

ほり

田
た

延
のぶ

希
き

さん（菊池南中出身）、2年生の三
み

池
いけ

祐
ゆう

五
ご

さん（旭志中出身）の3人が県代表として出場しました。

甲子園の舞台で活躍
９月18日　全国高等学校野球選手権大会
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◆
10
月
19
日
に「
第
20
回
菊
池
市
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
」が
ふ
る
さ
と
創
生
市
民
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
実
現
」の
た
め
に
、福

祉
関
係
機
関
や
社
協・
市
民
団
体・
学
校
な
ど
、23
団

体
が
協
働
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。◆
近
年
、

社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
急
速
に
変
化
し
て
い
ま

す
。少
子
高
齢
化・人
口
減
少
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
、

異
常
気
象
に
伴
い
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、最
近
で

は
物
価
高
騰
も
追
い
打
ち
を
か
け
る
形
で
、こ
れ
ま

で
の
経
験
だ
け
で
は
先
が
読
め
な
い「
答
え
の
な
い

時
代
」を
迎
え
て
い
ま
す
。
誰
も
が
将
来
に
対
す
る

不
安
を
抱
え
る
一
方
で
、価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
希
薄
化
し
、相
談
す

る
相
手
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の

急
速
な
変
化
の
中
で
取
り
残
さ
れ
る
人
が
あ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
、人
々
の
つ

な
が
り
や
支
え
合
い
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き
ま

す
。「
人
の
間
」に
あ
る
か
ら
こ
そ
人
間
で
す
。「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」。
こ
れ
は
本
市
が「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」に
認
定
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
的

な
考
え
方
で
も
あ
り
ま
す
。
◆
一
人
一
人
の
力
は
小

さ
く
て
も
、そ
れ
が
幾
層
に
も
積
み
重
な
っ
た
と
き
、

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
私
た
ち
は
経
験
か
ら

知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力

で
す
。
Ａ
Ｉ
が
急
速
に
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い
ま

す
が
、Ａ
Ｉ
の
時
代
に
な
れ
ば
こ
そ
、人
に
し
か
で
き

な
い
思
い
や
り
の
心
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、そ

れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
強
固
な
力
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。
20
年
以
上
も
前
か
ら「
菊
池
市
こ
こ
ろ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
通
じ
て
、こ
う
し
た
努
力
を

続
け
て
お
ら
れ
る
市
民
力
に
、あ
ら
た
め
て
深
い
感

謝
の
念
と
と
も
に
、心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市長からのメッセージ

江頭  実vol.139 こころのネットワーク

これまでの記事はホームページで見ることが
できます。ホームページ→「市長室へようこそ」
→「市長メッセージ」

当日の様子

菊池郡市医師会ホームページ　→
11月24日

㈪㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520
しばた内科クリニック（内・呼内・消内・ア） 大津町 096（293）2050
庄嶋医院（胃内・肛・外） 合志市 096（242）3388
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

11月30日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960
たしろクリニック（胃内・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220
熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131
ほまれ歯科クリニック 菊池市 0968（41）8841

12月7日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163
さかぐち消化器・内科ｸﾘﾆｯｸ（消内・内） 菊陽町 096（292）3800
森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231
堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455
ぺえ歯科クリニック 菊池市 0968（38）0202

12月14日
㈰

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164
ひかりヶ丘眼科・内科医院（内・眼） 合志市 096（348）6305
大津中村整形外科（整） 大津町 096（293）8888
くろかわクリニック（泌・腎内） 菊陽町 096（288）6185
みさきの歯科医院 大津町 096（285）4182

11月2日
㈰

赤星医院（内・呼内・皮） 菊池市 0968（25）2738
合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745
菊陽台病院（整・内） 菊陽町 096（232）1191
松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011
ちぢいわ歯科クリニック 合志市 096（242）4681

11月3日
㈪㈷

中野クリニック（内・腎） 菊池市 0968（25）5861
ちとせ循環器内科（内・循内） 合志市 096（273）7227
矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266
いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003
アトム薬局 菊池市 0968（26）5888

11月9日
㈰

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317
山岡胃腸科内科（内・胃内・消内） 合志市 096（248）9001
あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358
むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390
あくね歯科医院 合志市 096（242）6480
有限会社 深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

11月16日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633
菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566
柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500
きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101
城歯科医院 合志市 096（248）6464
栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

11月23日
㈰㈷

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181
大津なかしま眼科（眼） 大津町 096（293）3383

休日在宅当番医・休日開局当番薬局

▶�当番医や薬局は変更される場合があります。最新情報は、各ホームページ（下
記二次元コード）や菊池郡市医師会テレホンサービス（歯科と薬局は除く）
☎0968(25)３３００でご確認ください。

▶�当番薬局は菊池市のみ掲載しています。合志市・菊陽町・大津町の当番薬
局は薬剤師会のホームページをご覧ください。

菊池郡市
医師会

菊池郡市
歯科医師会

菊池郡市
薬剤師会

施設から一言
　子育て支援センターの
部屋をご利用いただけます。
利用される際は、保育園の
職員へお声掛けください。

子育て支援センター
スマイルしんめい
旭志新明２５５５番地２
☎0968（37）3126

㈪～㈮ 午前９時～午後2時
　　　　  授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間

利用内容

施設から一言
　笑顔の絶えない事業所
です。気軽にお立ち寄りく
ださい。

サポートセンター
わらび
亘字道ノ上359番地２
☎0968（27）1381

毎日
午前８時３０分～午後５時３０分
　　　　  授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間

利用内容

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課こども家庭支援係 ☎0968（25）7214

【
12
月
号
の
申
込
期
限
】
11
月
10
日
㈪（
先
着
24
人
）

ホームページ

東
ひがし

　笑
え

凪
な

ちゃん（下河原）
1歳 R6年11月23日生まれ

た
く
さ
ん
食
べ
て

大
き
く
な
る
ぞ
ー
‼

小
お

笠
がさ

原
わら

悠
はる

斗
と

ちゃん（永）

3歳 R4年11月1日生まれ

パ
パ
、マ
マ
、

じ
い
じ
、ば
あ
ば
、

楓
ち
ゃ
ん
大
好
き
♥

木
き

村
むら

日
ひ

向
な

子
こ

ちゃん（隈府）
2歳 R5年11月20日生まれ

も
も
ち
ゃ
ん
、こ
う
た

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
ー
♪

牧
まき

田
た

茉
ま つ り

織ちゃん（野間口）

2歳 R5年11月7日生まれ

ね
ぇ
ー
ね

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♥

坂
さか

口
ぐち

想
そう

汰
た

ちゃん（隈府）
2歳 R5年11月30日生まれ

パ
パ
、マ
マ

一
緒
に
遊
ぼ
ぉ

～！

津
つ

原
はら

　旭
あさひ

ちゃん（福本）

3歳 R4年11月2日生まれ

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
と

カ
ン
ト
リ
ー
マ
ア
ム
が

大
好
き
♥

前
まえ

坂
さか

冴
こ

芭
は

玖
く

ちゃん（木柑子）
3歳 R4年11月18日生まれ

プ
リ
ン
セ
ス
に

な
り
た
い
♥

江
え

藤
とう

想
そう

真
ま

ちゃん（野間口）

3歳 R4年11月24日生まれ

い
つ
も
元
気
‼

妹
大
好
き
‼

目
指
せ
警
察
官
‼
😆
✨

西
にし

島
じま

環
わ

心
こ

ちゃん（野間口）
1歳 R6年11月25日生まれ

に
ぃ
に
、ね
ぇ
ね

だ
い
す
き
♥

川
かわ

越
ごえ

理
り

人
ひと

ちゃん（片角）

3歳 R4年11月17日生まれ

マ
マ
だ
ー
い
す
き
‼

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
♥

東
ひがし

　真
しん

平
ぺい

ちゃん（麓）
3歳 R4年11月12日生まれ

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
よ
！

パ
パ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が

大
好
き
！

下
しも

川
かわ

愛
あ

樂
らん

ちゃん（吉富）

1歳 R6年11月2日生まれ

ぼ
く
の
え
が
お
が

せ
か
い
い
ち
！
🫶

住
すみ

相
そう

美
み

琥
こ

音
と

ちゃん（村田）
3歳 R4年11月21日生まれ

パ
パ
・
マ
マ
・
ね
ぇ
ね
・

に
ぃ
に
・
み
や
び

み
ん
な
だ
い
す
き
♥

芹
せり

川
かわ

莉
り

都
と

ちゃん 桜
お

都
と

ちゃん（尾足）
３歳 R４年11月29日生まれ

泣
か
ず
に

飛
行
機
乗
れ
た
よ
！ 左記の二次元コードから応募で

きます（窓口でも応募可）。
問市長公室広報交流係
☎0968（25）7252

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか？
令和7年12月中に誕生日を迎
える３歳までの子どもの写真
を募集しています!

31 302025 November広報きくち2025 November広報きくち


